
この冊子の印刷には、グリー
ン電力を一部（1,000kWh）
使用しています。

この印刷物に使用している
用紙は、森を元気にするた
めの間伐と間伐材の有効活
用に役立ちます。

ユニバーサルデザイン（UD）
の考え方に基づき、より多く
の人へ適切に情報を伝えられ
るよう配慮した見やすいユニ
バーサルデザインフォントを
採用しています。

Forest Stewardship 
Council®（森林管理協議
会）で認証された適切に管
理された森林からの原料を
含むFSC®認証紙を使用し
ています。

この冊子の印刷インキは、
石油系溶剤をすべて植物油
（米ぬか油）に置き換えた
ノンVOCタイプを使用し
ています。
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赤いシルクハットが宝
物で、新しいこと・お
もしろいことが大好き
です。リルモスのプロ
フィールはWEBサイ
トをご覧ください。

50年目の
新コーポレート
キャラクター
「リルモス」
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モスの心
いつまでも変わらない、
モスグループの原点

モスには創業当初から大切にしている考え方があります。
これらはモスグループで働くすべての人の指針であり、

時代が流れても変わらない「モスの心」です。

人間貢献・社会貢献

感謝される
仕事をしよう

食を通じて
人を幸せに
すること

お店全体が善意に満ちあふれ
誰に接しても
親切で優しく

明るく朗らかで
キビキビした行動
清潔な店と人柄

そういうお店でありたい
「心のやすらぎ」

「ほのぼのとした暖かさ」を
感じて頂くために

努力しよう

企業サイトはこちら
をご覧ください。

経営
理念

創業の心

基本方針

経営ビジョン

報告対象期間
2021年度（2021年 4月1日～2022年 3月31日）を主たる報
告対象期間としていますが、2022年度以降の継続的な活動
や将来の目標も報告しています。

見通しに関する注意事項
本レポートに記載されているモスグループの将来の戦略及び
業績見通しなどは、現在入手可能な情報に基づく予想・計画
・判断を含むものです。予想・計画・判断は多くの潜在的リ
スク ・不確定要因・仮定を含んでおり、実際の結果や業績は、
これらの要素の変動により、当社グループの見込みとは大き
く異なる可能性があります。

編集方針
「MOS REPORT（モスグループ統合報告 2022）」は、経営
戦略や事業概況、環境保全や社会に配慮した活動、ガバナン
ス体制などの非財務情報と財務情報を統合してわかりやすく
解説するモスグループの統合報告書として位置付けています。
本レ ポ ー ト の制作に お い て は、V a l u e R e p o r t i n g 
Foundation（VRF）が提唱する「国際統合報告フレームワ
ーク」や、経済産業省の「価値協創ガイダンス」を参考にし
ています。当社グループの経営基盤であるステークホルダー
の皆さまに、当社グループの理解促進のためにご活用いただ
ければ幸いです。また、当社WEBサイトでは、より網羅的
かつ詳細な情報を掲載しています。併せてご覧ください。
https://www.mos.co.jp/company/

報告対象組織
株式会社モスフードサービス及びモスバーガーチェーン（本
部・直営店・加盟店）。ただし、モスバーガー以外の事業や
グループ会社の一部についても報告しています。本レポート
をお読みいただく際は、下図をご参照ください。
※ 本レポート中の役職は現職で掲載しています。

発行 2022年 8 月

モスグループの価値創造ストーリー

モスグループ
株式会社
モスフード
サービス

グループ
会社
国内、海外の
子会社及び
関連会社

モスバーガーチェーン

直営店本部 加盟店
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2016-2022

1972-1985

1998-2015

1986-1997

1973

1972

1979

1982

1980

1984

1999

2002

2005

2006

2008

2009

2011

2010

2015

1985

2004

2021

2019

創業期

転換・
再構築期

構造改革期
～現在

成長・成熟期

1972年に、わずか2.8坪の小さなお店から始まった夢。
「本当においしいと思えるハンバーガーを日本でつくりたい。」
50年経ったいまでも、その歴史を紡ぎ続けています。

モスの50年

1986 モスバーガー初のドライブスルー店「モスバーガー牧港店」[沖縄県]オープン

1991 台湾にモスバーガーがオープン、海外出店を本格展開

2022 ニューノーマルの需要に合わせた新業態「キッチンカーMOS50（モスフィフティ）」稼働

モスグループの価値創造ストーリー

日本人の味覚に合うハンバーガー 圧倒的なおいしさと二等地戦略

日本の食文化を守る商品づくり 外食産業の拡大と成長を牽引

時代に即した店とサービスの探求 CSRへの対応

SDGsの推進
海外への出店拡大

宅配市場の拡大へ対応
マーケティング戦略を刷新

モスバーガーの1号店「モスバーガー成増店」[東京都]オープン

日本のチェーン店で初となる和風バーガーの代表格“テリヤキバーガー”発売

モスバーガーの看板商品“モスバーガー”発売
（創業）

「愛のモスボックス」募金活動スタート

モスバーガー基本方針を具現化するための「HDC活動」を開始

加盟店同士による組織「モスバーガー共栄会」が発足

直火焼チキンと和風ソースを組み合わせた“テリヤキチキンバーガー”発売

紅茶専門店「マザーリーフ」、和食レストラン「あえん」オープン

店舗価値向上のための新たな施策、通称『緑モス』に順次転換

バンズの代わりにレタスで具材をサンドした「モスの菜摘（なつみ）」シリーズ発売

「環境報告書2004」を発刊（現 MOS REPORT）

食育基本法を背景に、独自の「モスの食育プログラム」を開始

外食産業において初めて全国47都道府県への出店達成

1987 世界で初めて“モスライスバーガー”発売

1988 株式を東京証券取引所市場第二部に上場

1,000店舗目「モスバーガー江古田旭丘店」[東京都]オープン

1992 米粉入り衣と和風味の“モスチキン”発売、クリスマス商戦に参入

1996 株式を東京証券取引所市場第一部に上場（指定替え）するとともにホームページを開設

創業者 代表取締役会長 櫻田慧死去1997

「モスの生野菜」を全店導入（新価値宣言）

農地所有適格法人（株）サングレイス（現 （株）モスファーム・サングレイス）設立

国産肉（牛豚合挽き肉）100%使用のハンバーグが特徴の新定番商品「とびきり」シリーズ発売

アレルギー体質にも配慮した「モスキッズメニュー」の販売を開始

キッザニア東京に「ハンバーガーショップ」出展

株主との直接対話「株主様向けIR説明会（現 株主さま懇談会）」開催

お客さまとの直接対話「モスバーガータウンミーティング」を開始

ミスタードーナツとのコラボレーションショップ「MOSDO!（モスド）」オープン

「モスのネット注文」サービスを全国で導入

お肉を使わない「ソイパティ」シリーズ発売

2016 障がい者アートで店舗を彩る「MOSごと美術館 with cotocoto」を新潟で開始

国内モスバーガー全店でエコマーク「飲食店」認定を取得

2017 障がいのある方の雇用の拡大を目的とした（株）モスシャインを設立

テイクアウト需要増加を見据え、おいしさを保つバンズにリニューアル　

原材料に動物性食材や香りの強い五葷（ごくん）を使用しない
環境と身体にやさしい“グリーンバーガー”発売

2020 海外9地域目のフィリピンにモスバーガーがオープン

“日本の生産地応援バーガー 真鯛カツ〈愛媛県愛南町〉”を数量限定発売

ステークホルダーとの直接対話を推進 次世代・後継者育成に注力

共通の価値観でつながるフランチャイズ・ボランタリー・チェーン

海外出店 おいしさだけじゃない「新価値」の追求 創業者の急逝

フランチャイズ1号店「モスバーガー新瑞店」[愛知県]オープン　

外食産業フランチャイズチェーンで初めて株式を店頭登録

ベトナム国立ダナン観光短期大学と提携し、
ベトナム人材の育成・採用プログラム「ベトナム カゾク」開始

モスバーガー創業50周年

東京証券取引所の新市場区分「プライム市場」へ移行
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「人間貢献・社会貢献」という経営理念のもとに、事業やテーマごとにさまざまな取り組みを行っています。
ここでは、2021年度の実績について紹介していきます。年間トピックス2021

新業態
「キッチンカー 
M
モ ス フ ィ フ テ ィ

OS50」稼働

海外3つの国と地域で「獺祭」コラボ商品を販売

環境と身体にやさしい
“グリーンバーガー
〈テリヤキ〉”

“日本の生産地応援
バーガー 真鯛カツ
〈愛媛県愛南町〉”

新コーポレート
キャラクター
「リルモス」登場

バイオコークスで焙煎した
コーヒーを一部店舗で導入

モスの社会・環境活動を
発信する「モスの森」を公開

※ 仏教などで食を禁じられている臭いの強い 5種の野菜のことです。

※バイオコークス　
イメージ画像

国内モスバーガー事業

国内モスバーガー事業

50周年関連 50周年関連

財務

国内モスバーガー事業

サステナビリティ

サステナビリティサステナビリティ

マーチャンダイジング事業

マーチャンダイジング事業海外事業

全国の赤十字病院へ
「ありがとうブルーチケット」を進呈

エコアイテム「MOSライフスタイルグッズ」を販売

3種の“モスライスバーガー”をご家庭で

モスバーガー1号店
最寄りの「成

な り

増
ま す

駅」が
「なりもす駅」に

東京証券取引所の
新市場区分
「プライム市場」へ

コロナ禍による影響で出荷
量が落ち込む漁協を応援す
べく、“日本の生産地応援
バーガー 真鯛カツ〈愛媛
県愛南町〉”を全国で販売
しました（期間・数量限定）。
本商品で使用された愛媛県
愛南町の真鯛は、上品な脂
のりときめ細やかな身質が

創業50周年記念、かつニ
ューノーマルの需要に合わ
せた新業態として、キッチ
ンカー1 号車となる「キッ
チンカー MOS50」は「洋
服の青山 大田久が原店」

［東京都］の駐車場にて営
業を開始しました。モスの
定番商品である“モスバー

台湾、シンガポール、香港
の海外 3 つの国と地域のモ
スバーガー店舗にて日本の
銘酒「獺祭」とのコラボレ
ーション商品を展開しまし
た。世界でも需要が拡大し
ている日本酒由来の商品と
して話題獲得を目指し、
「獺祭」（甘酒）を使用した
“白焼きうなぎ ライスバー
ガー”や“蒟蒻ドリンク

50周年を機に、コーポレー
トキャラクターとして、新
たに「リルモス（LilMos）」
という愛称のキャラクター
が登場しました。「リルモ
ス」は、創業当時のキャラ
クターだった「モス坊や」

（1974年～1987年）のイメ
ージを受け継いでいます。

特長。刺身に使われるほど
の身が引き締まった真鯛を、
白身魚の風味やおいしさを
活かすように味付けし、さ
らに店舗で揚げることでふ
わふわの食感に仕上げまし
た。多くの店舗で早期終売
になるほど好評を博しまし
た。

ガー”などのグレードアッ
プ商品や、アメリカ産アン
ガス牛パティを使用したプ
レミアムなハンバーガーな
ど、キッチンカーならでは
のこだわりを盛り込んだ限
定メニューを展開し、人気
を博しています。

グレープフルーツ味”など
の 5 つのコラボ商品を開発。
各国・地域の味覚の特徴に

「リルモス」が持つ愛らし
いイメージで、お客さまの
そばに寄り添うお店づくり
を進めていきます。

多様化するニーズに対応し
た、原材料に動物性食材と
五葷※を使用しない“グリ
ーンバーガー”。その第 2
弾として、人気のテリヤキ
バーガーを、野菜と穀物を
主原料に使って表現した

“グリーンバーガー〈テリヤ

モスの由来の MOUNTAIN
(山)OCEAN(海)SUN(太
陽)のイラストをあしらっ
たオリジナルデザインの身
近なエコアイテムのシリー
ズ「MOSライフスタイル
グッズ」を、店舗・数量限
定で販売開始しました。ラ
インアップは“ダブルタン
ブラー”“オリジナルエコ
バッグ”“バンブーカトラ

オイシックス・ラ・大地株
式会社が運営する「Oisix」
にて定期会員限定で 3 種類
の“モスライスバーガー”

（Oisix バージョン）を販
売しました。本商品は、「マ
ンネリ化しがちなおうちで
のランチ時間、気分を上げ
て過ごしたい」という「Oisix」
のお客さまのニーズを満た
すために商品化。モスバー

モスバーガー 1 号店がある
東京都板橋区の東武東上線
成増駅などで、東武鉄道株
式会社とのコラボレーショ
ン企画を実施しました。
2022年 3 月 8 日から期間
限定で、「成増駅」のホー
ムと南口の駅名看板を「な
りもす駅」 に変更。オリジ

キ〉”を販売しました。本商
品のために開発した動物性
食材不使用のソースは別添
えでご提供。ソースをお客
さまのお好きな量にカスタ
マイズできるため、食べ方
の視点でも新しい楽しみ方
をご提供しています。

リーセット”などの 5 アイ
テム。どれも繰り返し使用
できる実用的なグッズで、
使い捨てプラスチック削減

ガーの人気商品“モスライ
スバーガー”をご家庭で調
理し、お召し上がりいただ
くことができるオリジナル
商品です。

ナルヘッドマークをつけた
「モス号」が東武東上線を
運行しました。また、なり
ますスキップ村商店街には
オリジナルフラッグも掲出
し、誕生の地・成増への感
謝とともに、地域活性化も
図りました。

当社は、2021年 7 月9日付
で東京証券取引所より、新
市場区分における上場維持
基準への適合状況に関する
一次判定結果を受領し、
「プライム市場」の上場維
持基準に適合していること
を確認しました。2022年4
月 4 日より、東京証券取引

新型コロナウイルス感染症
への対応を最前線で行い、
地域医療を支えてくださっ
ている医療関係者の皆さま
へ、ハンバーガーと引き換
え可能な「ありがとうブル
ーチケット」を進呈しまし

所の新市場区分において
「プライム市場」へ移行し
ました。「グローバルな投
資家との建設的な対話を中
心に据えた企業向けの市
場」に相応しい企業であり
続けられるよう、企業価値
向上に努めていきます。

迫した状況が続く中でも
「あたたかいハンバーガー
でほっと気持ちを和ませて
いただきたい」との思いを
こめました。チケットは 7
月末までに全国85の赤十字
病院へお届けしました。

コーヒーかすのバイオコー
クスで焙煎したコーヒー豆
を使用した“ブレンドコー
ヒー”など、3 商品を全国
の「モスバーガー＆カフェ」
店舗で販売開始しました。
バイオコークスは、コーヒ
ーかすなどのバイオマスを
原料とした環境に配慮し
た固形燃料。また、コーヒ

環境・社会貢献活動をはじ
めとするグループ全体のさ
まざまな取り組みを、より
多くの方に発信することを
目指して、モスバーガー公
式サイト内にコンテンツ
「モスの森」を新設しました。
この名称は、一つひとつの
小さな社会活動がまるで木
の実のように芽を出し、そ

ー豆は、ブラジルの優良産
地で、障がいのある人が働
く農園で栽培・収穫した
「ダイバースコーヒー」を
一部配合。誰もが平等に働
ける持続可能な環境と価値
の発信につなげます。

れらが集まることでやがて
多様性のある大きな森に育
っていくことをイメージし
て名付けました。環境、食
育、店舗による地域貢献活
動などの情報を、月2 回程
度発信しています。

に役立ちます。

合わせて、それぞ
れのメニューを展
開しました。

た。モスバーガーらし
い方法で感謝をお伝え
できないかと考え、緊

モスグループの価値創造ストーリー

モスの森の詳細は、
WEBサイトを
ご覧ください。
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をするなら、感謝される仕事をしよう」
でした。1972年の創業当初から語り継
がれているこの言葉こそが、当社の思想
であり、活動の源となっています。
　モスグループは、経営理念「人間貢献
・社会貢献」と、創業の心、基本方針、
経営ビジョンから構成される理念体系を
定めています。この 4つの言葉は、私た
ちが企業として掲げるものであると同時
に、働くすべてのメンバーが大切にして
いる「モスの心」そのものです。

　中でも、「モスバーガー基本方針」に
表されているのが、私たちが理想とする
お店の姿です。これを、私たちが仕事を
するうえでの指針としながら、日々の実
践を通じてお客さまにご満足いただける
商品とサービスを提供していきたいと考
えています。
　私たちに求められているのは、手軽に
食事ができるという利点だけではありま
せん。味と品質にこだわった食事を店舗
で楽しんだり、テイクアウトしてご自宅

やオフィスなど好きな場所でおいしく食
べたり、また一人でくつろぐことも家族
や友人と共有することもできる、幸せな
食空間の体験です。食事をされたお客さ
まから「おいしかったよ」とか「また来
るね」と声をかけていただくことが私た
ちにとって一番の喜びであり、誇りです。
　こうした思いを実現するには、一緒に
仕事をしていく仲間との信頼関係が欠か
せません。創業者が仕事の進め方として
繰り返し話していた言葉を、もっと仲間
と共有するために自分なりにまとめ直し
たものがあります。「正直に話そう」「約
束を守ろう」「丁寧に仕事をしよう」「誠
実に仕事をしよう」「信頼に応えよう」
という 5 つの言葉で、私はこれもモスグ
ループのDNAと考え、大切にしています。
　創業以来培ってきたDNAはモスバー
ガー本部だけで守れるものではありませ
ん。モスの理念に共感してくださる加盟
店のオーナーをはじめ、店舗で働くメン
バー全員が共有し、モスの食事を楽しみ
にしてくれているお客さまの期待に応え
ていく必要があります。こうした思いを
受け継ぎ、育てていく企業文化をモスグ
ループは築き上げてきたと自負していま
す。

次の50年に向けて
　社長としての私の使命は、次の50年に
向けて新しい事業の芽を育てて成長を続
け、100年企業として確固たる基盤を確
立していくことだと考えています。お客
さまのさまざまな要望やニーズに対応で

社長メッセージ

外食の  アジアオンリーワン企業へ

創業50周年を迎えてのご挨拶
　株式会社モスフードサービスは今年、
創業50周年を迎えることができました。
　東京・板橋区で2.8坪という小さな店
舗からスタートしたモスバーガーが、国
内に約1,250店舗、海外に約450店舗を
展開するまで成長してこられたのは、ひ
とえにステークホルダーの皆さまのご支
援のおかげです。
　創業者・櫻田慧の口癖は「どうせ仕事

株式会社モスフードサービス
代表取締役
取締役社長

「
お
店
を
も
っ
と
近
く
に
、も
っ
と
愛
さ
れ
る
お
店
に
」を
テ
ー
マ
に

  

積
極
出
店
、世
界
で
愛
さ
れ
る
モ
ス
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
ま
す
。
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とお客さまに感じていただける、そんな
空間を提供する店舗を増やしたいのです。
　この度策定した2022-2024年度の新中
期経営計画では、中長期ビジョンとして
「『心のやすらぎ』『ほのぼのとした暖か
さ』をお届けし、世界が注目する外食の
アジアオンリーワン企業へ」を掲げてお
り、その達成に向けた 3 カ年の中期スロ
ーガンは「Challenge & Support」と
しています。理想の姿の実現に向けて、
国内モスバーガー事業、海外事業、その
他飲食事業、それぞれにおいて企業価値

きる店舗を開発し、国内にとどまらず海
外でもモスバーガーの味やサービスを体
験していただくため、新たな成長戦略を
推進していきます。
　コロナ禍により世界中の外食産業が大
きな痛手を受け、人々は健康不安に怯え
続けてきました。また、昨今の国際情勢
は緊迫度を増しており安全保障が揺らぎ
かねない事態となっています。さらに地
球温暖化影響による気候変動や生物多様
性などの環境問題も一層深刻化し、まさ
に三重の課題が突き付けられています。
　このような状況だからこそ、私はモス
が提供する価値がとても大切になると考
えています。理想論かもしれませんが、
モスの店舗に行くと安心してくつろげる

の向上に努めます。 今後、モスは構造改
革期から再成長期へと転換していきます
ので、これまでの良い風土は残しながら、
計画をやり切る決意にあふれる会社を目
指したいと考えています。
　また、次の50年への思いをこめてコ
ーポレートマークを一新しました。Mの
マークだけでも認知していただけるよう
になったことから、「モスバーガー」の
文字を取り、視認性を高めました。創業
者がモス（MOS）にこめた企業アイデ
ンティティであるMOUNTAIN（山）

OCEAN（海）SUN（太陽）をイメージ
し、新しいコーポレートマークは、全体
のシルエットが山を、しずくの形で海を、
赤い色で太陽を表現しています。

2021年度を振り返る
　新中期経営計画を推進していくにあた
り、足元の2021年度を振り返ります。
新型コロナウイルスの感染症対策による
外出自粛や、サービスに非接触の要素を
求める意識の高まりなどにより、外食産
業は引き続き厳しい経営環境に置かれま

モスグループでは、創業者
・櫻田慧が「理想の店舗を
実現するために、私たちは
日々どのようであれば良い
か」を示した「モスバーガ
ー基本方針」を指針として、
事業活動を推進している

モスグループの価値創造ストーリー
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に向けて原材料の安全性を最優先に、海
外展開している国・地域の情勢などもし
っかりと見極め、国内外のサプライチェ
ーンを構築して事業戦略を実行していく
ことが重要だと認識しています。
　国内モスバーガー事業は、多様化する
ニーズに対応するため、全国一律や画一
的ではなく、商圏や立地、客層、さまざ
まなお客さまの利用動機に合わせて商品
やサービス、店舗形態を変えていく取り
組みを推進しています。
　ドライブスルーなどの業態も含めて平
均すると、コロナ前の売上比率はテイク
アウトが約 6 割でしたが、コロナ禍でテ
イクアウト比率が最も高くなった時期に
は 8 割以上にもなりました。こうした中、
コロナ前から取り組んでいたテイクアウ
ト向けの商品開発をさらに進め、お持ち
帰りの途中で時間が経過しても、つくり
たてのおいしさを味わっていただけるよ
う、バンズやソースの改良を重ねました。
　また、デリバリーやネット注文、セル
フレジ、キャッシュレス決済など、お客
さまの利便性向上を一層進めるとともに、
さまざまなデジタル技術を活用してCX

（お客さまの体験価値）とEX（社員や店
舗メンバーの働きがい）を両立し、“食
を通じて人を幸せにすること”を実現し
たいと考えています。
　海外事業では、デリバリー専門店など
の出店を加速し450店舗となりました。
台湾、シンガポール、香港では、旭酒造
株式會社とのコラボレーションにより、
日本の銘酒「獺祭」（甘酒）を使用した
商品を販売しました。また、モスバーガ
ーとの併設店舗のパスタ専門店「モスク
ッチーナ」を香港で展開し、計画を大き
く上回る売上となりました。
　その他飲食事業では、商品力の強化、

サービスの向上、テイクアウトやデリバ
リーの強化に努めました。新型コロナウ
イルス感染症対策として、営業時間短縮
の影響を受けていましたが、解除後の売
上は回復傾向にあります。
　これらの結果、2021年度の連結業績
は増収増益となり、事業別に前期と比較
すると、国内モスバーガー事業が43億円、
海外事業が21億円の増収で、過去最高の
連結売上を達成しました。

2022‐2024年度 中期経営計画 
の重点施策 

　2022-2024年度の新中期経営計画で
は、業績目標として2024年度に売上高
1,000億円、営業利益50億円、当期純利

益35億円、営業利益率5.0%、ROE6.6%を
設定しました。この計画を達成するため
にまず国内モスバーガー事業で積極的な
投資を行い収益力の向上を目指します。
中期テーマには「お客さまとの接点の量
と質を徹底的に強化する」ことを掲げて
います。接点の量、つまり出店戦略では、
これまでは不採算店を閉めて経営効率の
向上に努めてきましたが、今年度からは
店舗数の純増を目指します。「モスバー
ガー＆カフェ」や「キッチンカー MOS

50（モスフィフティ）」、小型店、テイ
クアウト専門店など、多様な立地に適応
した店舗を積極的に出店します。加盟店
だけでなくグループ会社の直営店による
出店を加速して年間50店舗の出店を目

モスグループの価値創造ストーリー

手帳に貼り付けられた「モスの心」と創業者の言葉

した。コロナ禍で先ゆきが不透明な環境
だったことから、前中期経営計画は2021

年 5 月に取り下げましたが、国内モスの
既存店の成長、海外出店の加速など一定
の成果を収めることができたと考えてい
ます。
　国際的な政治情勢の変化や原材料費の
高騰など不安材料は尽きませんが、将来

モスグループ全店舗数の推移

連結業績

モスグループ海外店舗数の推移
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では50億円規模の投資を予定していま
す。
　事業セグメントの成長に合わせたグル
ープ経営体制の整備も重要なテーマです。
今後も事業が持続的に成長して発展する
には、グローバルに事業を考える視点と、
地域の特性や特色を考慮して発想するロ
ーカルな視点の両方、つまり“グローカ
ル”な視点が重要になります。
　モスグループの多種多様なビジネスを
支えていくグローカルな事業プラットフ
ォームを構築し、既存事業の収益性を向
上させるとともに、新事業展開やM&A

・アライアンスによる事業拡大を実現し
ます。すべての国・すべての事業を通じ
てモスグループの価値向上に向けて日々
取り組み、アジアを代表するオンリーワ
ンの強いブランドを築き上げていきます。

多様な人材の成長と 
活躍をサポート

　既存の事業を支え、新規事業を伸ばし
ていく人材を育てていくことはモスグル
ープの未来にとって大変重要です。経営
戦略と人材戦略をどう両立していくかは、
私自身が常日頃から考えていることです。
　「企業は人なり」と言いますが、企業
が成長し続けるためには人材育成、働く
メンバー一人ひとりのやる気、意識改革
が必要です。先に挙げた、新中期経営計
画のスローガンである「Challenge & 

Support」にも、「メンバーのチャレンジ
を後押しする組織風土をつくり、全力で
サポートする体制を構築する」という思
いがこめられています。モスでは以前か
らメンバーの自己成長につながるチャレ
ンジをサポートするための仕組みを構築
しており、多様なキャリアパスも整備し
てきましたが、それを一覧するツールが

指すのが、お客さまとの接点の量を増や
す「お店をもっと近くに」の取り組みで
す。
　さらに、店舗に足を運びたくなる利用
シーンを創出するメニュー開発や、カフ
ェ利用や物販品の展開により、利用動機
を喚起します。加えてキャラクターを起
用したファンベースマーケティングやSN

Sの活用で新規のお客さまの取り込みに
よるファン層の拡大を目指します。これ
はお客さまとの接点の質を高める「もっ
と愛されるお店に」の取り組みです。　　
　これらの施策を進めるため、中期経営
計画の 3 カ年で出店・改装費用として
130億円、IT・生産性向上の費用として
50億円を投資する計画です。
　なおモスブランドを活用した物販事業
であるマーチャンダイジング事業では、
ECサイトを通じた販売を進めていきた
いと考えています。これらの事業を展開
していくうえで、自社での開発や運営に
必ずしもこだわらず、M&Aや他社との
アライアンスなどを必要に応じて進めて
いきます。
　次に海外事業は、店舗展開を中心とし
たBtoC分野と、グローバルでの調達・
供給を担うBtoB分野の二方向で成長戦
略を描いています。BtoC分野では、成
長市場に経営資源を集中させるため、既
存国の今後の成長余地を見極めて戦略を
策定し資源の最適配分を行います。新規
事業や新規国への出店も積極的に進め、
さまざまなチャレンジを続けます。Bto

B分野では、国内外で最適な食材供給ネ
ットワークを構築します。東京本社にト
レーディング部門を設置し、国内や各国
との共同調達によるコストダウンや品質
向上を実現します。事業の成長に併せて
製造拠点の拡大にも取り組み、海外事業

ありませんでした。そこで、モスの一員
として活躍するためのキャリアパスの全
体像と、それぞれのステージで求められ
る知識やスキルなどを、「キャリアデザ
インガイドブック」という冊子にまとめ、
2022年 4 月に社内で公開しました。
　また、モスグループでは、年齢、国籍、
性別、学歴などを問わず多様なバックグ
ラウンドを持つメンバーが活躍できるよ
う、多様性（ダイバーシティ）と公平性

（エクイティ）、包摂性（インクルージョ
ン）というDE&Iに配慮した働きやすい
職場の実現に取り組んでいます。2021

年からは次世代リーダーを育成するため、
本社メンバーが海外で 1 年間研修をする
「海外インターン制度」がスタートしま
した。
　本社メンバーの教育のみならず、モス
グループを支えてくださっている加盟店
のオーナーに対しても、「次世代オーナ
ー育成研修」を行うなどしてスムーズな
事業承継をサポートしています。

ステークホルダーの皆さまへ
　私たちは、SDGsが目指す2030年の
未来の姿になぞらえ、17のゴールと同
時に目指すモスグループのありたい姿を
「『心のやすらぎ』『ほのぼのとした暖か
さ』を世界の人々に」としました。この

実現のため、またさまざまな社会課題を
解決し持続可能な経営を一層進めること
を目的に、2022年 5 月にサステナビリ
ティ委員会を設立しました。私が委員長
となり、経営メンバーである委員ととも
に、全社方針や目標の策定、マテリアリ
ティのモニタリングなどを通じてグルー
プ全体におけるサステナビリティを推進
していきます。事業の成長とともにESG

経営を確実なものとし、多くのステーク
ホルダーの皆さまに価値を提供し、お客
さまから「やっぱりモスはいいね」と選
んでもらえるような愛される企業集団で
あり続けられるよう、しっかりと取り組
んでいきます。
　創業者をはじめ諸先輩が残してくれた
「信用」やステークホルダーの皆さまと
の「つながり」というかけがえのない財
産を大切にしながら、より良いモスグル
ープをつくっていくことをお約束します。
　当社は2022年 4月4日より、東京証券
取引所「プライム市場」に移行しました。
世界経済をリードしていく企業向けの市
場に相応しい企業と認めていただけるよ
う、持続的な成長とさらなる企業価値の
向上に努めてまいります。すべてのステ
ークホルダーの皆さまには、より一層の
ご支援とご鞭撻を賜りますよう心よりお
願い申し上げます。

モスグループの価値創造ストーリー

2022年 4 月に公開された
「キャリアデザインガイド
ブック」では、モスに入社
して退職するまでのキャリ
アパスがまとめられている

モスグループでは、2030年
のありたい姿をSDGsが目
指す2030年の未来の姿に
なぞらえ、17のゴールの達
成にプラスして、「『心のや
すらぎ』『ほのぼのとした
暖かさ』を世界の人々に」
と定めた
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国内外で成長事業に
投資していきます

モスグループの財務方針と戦略

川越 勉
執行役員
経営サポート本部長

2021年度決算の概況
　2021年度は国内外でコロナ禍が続く困
難な年でしたが、「食のおいしさや楽しさ
をお届けする」というモスグループの使
命を再認識し、お客さまが安心して来店
しお食事ができる安全な店づくりや店舗
運営にグループ全体で取り組みました。
　国内モスバーガー事業は、郊外のドラ
イブスルー店舗が多い加盟店の売上高が
堅調に推移したことに加え、都心立地の
店舗が多い直営店の売上高も回復傾向と
なり、売上高・営業利益とも前年度を大
きく上回りました。
　海外事業は地域ごとに異なるコロナ影
響を見極めて経営資源の配分を行い、状
況が好転した地域で積極的な出店を行っ
た結果、37店舗増（2021年12月末時点
で450店舗）と着実に店舗数を増やし、
売上高は約 2 割増、営業利益も大幅に改
善しています。 

　その他飲食事業は、2020年度にすで
に不採算店の整理と業務効率化を進めて
おり、そこへコロナ対策としての営業時
間短縮要請が徐々に解除されていったこ
とから売上が回復傾向にあり、営業損失
の大幅な圧縮ができました。
　さらにこうした主事業を支えるその他
の事業も増収増益となっています。
　テイクアウトやデリバリーの強化など、
すべての事業セグメントにおいてコロナ
禍で激動する外部環境への対応に全力を
注ぐとともに、アフターコロナを見据え

た新施策にも着手していった結果、当連
結会計年度の連結業績は、前年度に対し
て増収増益となりました。

2022‐2024年度 中期経営計画
　当社グループはこのほど、2022年度
を初年度とする 3 カ年の中期経営計画を
策定しました。計画の詳細は本レポート
の23～28ページにも記載していますが、
最終年度の2024年度の目標として、売上
高1,000億円、営業利益50億円、当期純
利益35億円、営業利益率5.0%、ROE6.6%
を設定しました。
　これらの計画達成に向け、中長期的に
対処すべき課題は、国内モスバーガー事
業の収益力向上、モスグループ全体の収
益の多様化、そしてグループ経営体制の
整備です。そのため、初年度の2022年度
から積極的な投資を行っていきます。
　まず国内店舗において、店舗数の純増
や居心地の良い店舗づくりといった出店
・改装費用への積極投資を進めます。ま
た店舗の生産性向上については、IT投資
を行い、決済インフラの整備やネット注
文強化による売上増と、店舗オペレーシ
ョンの省力化などによるコストダウンの
2 方向からアプローチしていきます。　　
　収益の多様化については、海外事業、
その他飲食事業といった国内モスバーガ
ー事業以外の事業の開拓と収益化が大き
な役割を担います。特に海外事業では50

億円規模の投資を予定し、国内外の店舗
を対象とする共同調達や製造拠点の拡大
を計画しています。直面している原材料
費の高騰への対策としても、強固なサプ
ライチェーンの構築は急務と考えていま
す。さらに国内におけるマーチャンダイ
ジング事業として、モスブランドを活用
した物販事業など新たなビジネス領域に

よる収益基盤の確立を目指します。

安定した財務運営と 
株主への利益還元

　財務面に関しては借入金が少なく、自
己資本比率約70%と健全経営を維持して
います。基幹事業の国内モスバーガー事
業は加盟店とともにあるビジネスです。
災害など有事の際に、資金面とそれ以外
の面を併せて総合的に素早く確実にチェ
ーンを守る対応を取れることが肝要です。
一方で、ROE（自己資本利益率）の観点
から、借り入れをして投資したほうが良
いという考え方もあります。必要に応じ
て借入金を成長投資に活用して財務レバ
レッジを効かせ、ROEを高めることも意
識していきます。
　当社は株主の皆さまへの安定的な利益
還元を経営の重点課題に位置付けていま
す。配当性向30%を目安に、DOE（株主
資本配当率）も参考にしながら業績向上
に合わせて配当額自体も増やしたいと考
えています。

ステークホルダーの皆さまへ
　外部環境の変化は今後も予断を許さな
い状況ですが、新中期経営計画のもと、
創業50年を経て今後も将来にわたり持続
的に成長するため、人材への投資や加盟
店の支援、新規出店や新事業の開発を財
務面から支えます。引き続き、ステーク
ホルダーの皆さまのご理解とご支援を賜
りますようお願いいたします。

モスグループの価値創造ストーリー
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モスグループの価値創造モデル

モスのビジネス 生み出す価値

モスの目指す姿

経営資源

ESG 経営
モスの

ステークホルダー

自然資本
創業当初から変わらない

持続可能な社会の
実現に向けた経営

健康に寄与する
食の提供

地域に密着した
店舗運営 働き方改革 環境負荷の

低減

製造資本
おいしい食材の安定供給を

可能にする生産拠点

財務資本
健全な自己資本

国内モスバーガー
事業 海外事業

人的資本
「モスの心」を実践する

多様な人材

知的資本
歴史に培われた

ブランド力と商品開発力

社会関係資本
生産者や社会との
強固な信頼関係

「食」
• 食品ロス
• 健康志向

「環境」
• 気候変動
• プラスチック問題

「労働・人材」
• 生産労働力の不足
• 人権問題

「地域」
• 地方創生
• 企業の地域貢献

「世界」
• 国際情勢の緊迫
• 感染症の流行

「国内」
• 人口減少
• 少子高齢化

P47
P39

「『心のやすらぎ』
『ほのぼのとした
暖かさ』を
世界の人々に」
を実現する

P42 P43

P26 P27

その他飲食事業
P27

マーチャンダイジング
事業 P28

P44

P33 P47

P45

社会課題

社会課題に向き合い、モスグループの社会的な存在意義を見据えて、
どのように価値を生み出していくか。すべてのステークホルダーや社会に対して、
事業を通じて提供する価値の意義や持続性をモデルとして表しています。 

モスグループの価値創造ストーリー

コーポレート
ガバナンス

お客さま
•利便性の向上
• お客さまの声を活かす
　仕組みづくり
• 健康で安全な食生活の提供

加盟店
• 健全なFC経営の実現
• 「モスバーガー共栄会」の
　活動支援
• 次世代FCオーナー育成

取引先
• 公平な取引の実現
• 安定供給の仕組みづくり
• アレルギー・原料原産地
　情報の共有

メンバー
• 健康経営
• 働きやすい職場環境づくり
• キャリアアップ制度の充実

地域社会・行政
• 地域に密着した社会貢献活動
• 地域密着型のメニュー開発

株主
• 情報開示の充実
• 積極的・安定的な利益還元
• 対話の重視

環境
• 省エネルギーの推進
• 廃棄物の発生抑制と
　リサイクルの推進
• 環境保全

ステークホルダー

　「SDGs（持続可能な開発目標）」とは、
2015年 9 月の国連サミットにおいて採択さ
れた、2030年までに地球規模で解決すべき
17の目標と169のターゲットのことです。
　モスグループでは理念体系「モスの心」
に基づき、事業活動における重要課題（マ
テリアリティ）の解決と社会に向けた価値
創造に取り組んでいます。国際的な枠組み
であるSDGsにおいては、重要課題に深く
関連する 7 つのゴールを中心に目標を定め
ています。

モスグループで働く
すべての人の指針、
モスの心

経営
理念

創業の心

基本方針

経営ビジョン

モスの心

モスグループの マテリアリティ
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「おいしさ」

モスが
大切にしてきた
ものとは。

食を通じて
人を幸せにするためのキーワード

「おいしさ」「地域密着」
「世の中の新」。

Q.

A.

圧倒的な「おいしさ」を追い求めて
　創業以来、モスが最も大切してきたことの一つは、
商品の圧倒的な「おいしさ」です。モスを利用され
るお客さまに笑顔になってもらいたい。そんな思い
やこだわりが、モスバーガーのおいしさを支えてい
ます。
　「おいしさ」を実現する商品開発をするうえで大
切にしている三つのポイントがあります。一つ目は
日本で生まれたハンバーガーチェーンとして、日本
の食材や食文化を大切にした商品づくりを行ってい
ること。醤油や味噌などの日本の食材を取り入れた

“テリヤキバーガー”をはじめとして、日本の食文
化を活かしたハンバーガーなどを開発しています。
二つ目は、「医食同源」という考え方を大切にして
いること。これは栄養のバランスを考えて食べるこ
とで病気の予防や改善が期待できるという考え方で、
お客さまの健康にも配慮した商品づくりを行ってい
ます。三つ目は、ご注文を受けてから一つひとつの

商品をつくる「アフターオーダーシステム」。「お客
さまにつくりたてのおいしさを味わっていただきた
い」との思いから、ファストフードはつくり置きが
あたりまえだった創業当時よりこの方式を大切にし
ています。

「想いが見える野菜」を届ける
　「おいしさ」を実現するために欠かせないのは、
生産者の顔が見える「モスの生野菜」。当初は店舗
ごとに近隣の八百屋さんから仕入れていたため、野
菜の品質によって商品自体の味が左右されてしまう
という課題がありました。その解決策として、「モ
スの商品に合った野菜づくりとは何か」の研究に着
手。国内の農家との交流を深めて、ネットワークを
構築していき、現在の協力農家や農地所有適格法人
「モスファーム」の取り組みにもつながっていきます。
　生命力のある野菜をつくりたい。おいしくて体に
良いもの、自分たちが納得できるものを長期にわた
って生産したい。このこだわりから生まれたのが協
力農家で栽培する「モスの生野菜」でした。経営ビ

「おいしさ」の原点で
ある“モスバーガー”

モ ス の強み

お
い
し
さ

地
域
密
着

世
の
中
の
新

（
≠
自
社
の
中
の
新
）

モスグループの事業戦略

「モスの生野菜」を生み出す
生産者さん（左）とモスメン
バー（右）

ジョン「食を通じて人を幸せ

おいしくて安全な野菜づ
くりを続けてくださって
いる生産者さんがつくる
「想いが見える野菜」は、
モスバーガーのおいしさ
を形づくる大切な要素に
なっています。

経営理念「人間貢献・社会貢献」のもと
育んできたモスの強み
モスグループは創業以来「人間貢献・社会貢献」という経営理念のもと、
「食を通じて人を幸せにすること」という経営ビジョンを掲げ、事業を展開してきました。
モスが大切にしてきた「おいしさ」「地域密着」「世の中の新」は、
50年の歴史の中で「モスの強み」に育っています。

にすること」に共感して、
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「世の中の新」「地域密着」
モ ス の強み
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新たな定番となる革新的な商品
　これまでモスバーガーは、革新的な商品を数多く
世に送り出してきました。この商品開発力も、モス
の根幹を支える一つです。
　モスバーガーには時代をこえてお客さまに愛され
ている定番商品が数多くあります。商品は、時代の
移り変わりに呼応してリニューアルを重ねているも
のの、日本人の味覚に合うようにという誕生時のコ
ンセプトは現在でも一貫して引き継がれています。　
　1972年の創業以来、累計13億個以上を売り上げ
る看板商品の“モスバーガー”をはじめとして、日
本のチェーンで初めて発売した“テリヤキバーガー”、
日本の米余り問題を何とかしたいとの思いで生まれ
た“モスライスバーガー”、バンズの代わりにレタ
スで具材をサンドした“モスの菜摘（なつみ）”など、
世の中へ強いインパクトを与える商品を生み出して
きました。近年ではプラントベース商品の“グリー
ンバーガー”が、フードダイバーシティに対応した
商品として高い評価を受けています。

モスの思い×お客さまのご要望
　また、創業当時より、お客さまの口に入るものを
ご提供することへの責任から、安全・安心で、お客
さまの健康な生活をお手伝いできる商品の開発に努
めています。一例として、こうした考えと環境への
配慮から生まれたのが、お肉の代わりに大豆由来の
植物性たんぱくを使った「ソイパティ」です。これ
は、前社長の櫻田厚が当時行っていた、自ら全国を
訪ねる「モスバーガータウンミーティング」の中で
寄せられた、お客さまの「お肉を使わないハンバー
ガーを出してほしい」という声がもとになって誕生
した商品です。これからも、お客さまとのダイレク
トコミュニケーションの機会を設けながら、モスの

地元の人に応援してもらえるお店を
　モスバーガーチェーンには、日本全国に約400名
の加盟店オーナーが存在します。いわば、地域に根
差したお店が全国各所にあるということです。つま
り、モスバーガーチェーンを広げるだけでなく、そ
れぞれが地域活性化への協力や貢献を行い、地域の
人に応援してもらえるお店をつくっていくことを目
標にしています。

地域密着を支える 
モス型フランチャイズシステム

　こうした地域密着を支えているのは、モスバーガ
ー独自のフランチャイズシステム。本部と加盟店が
つながる「FC（フランチャイズチェーン）」、加盟
店同士がつながる「VC（ボランタリーチェーン）」、
この二つのつながりを併せ持つのが、モス独自の
「FVC（フランチャイズ・ボランタリー・チェーン）」
です。加盟店の組織化は避けるのが一般的だった時
代に、「フランチャイズビジネスは人を信じること
から始まる」と、モスはあえて横のつながりを構築
しました。
　また、このシステムは、オーナー自身の主体性を
尊重しているところが特長で、既存の仕組みやマニ
ュアルをこえて、さまざまな課題に即座に対応する
ことができます。オーナーの発案で地元のいちご農
家を支援する取り組みとして生まれた“まぜるシェ
イク 埼玉県産いちご”はまさにその最たる例で、
2020年の期間限定販売を経て、2021年には復活販
売も果たしています。

思いとお客さまのご要望をマッチングさせた商品開
発を進めていきます。

世の中にマッチした仕組みや制度
　革新的な取り組みは商品開発だけにとどまりませ
ん。野菜の安定供給に加えて、生産者の高齢化と後
継者不足、耕作放棄地の増加、食料自給率の低迷な
どの課題を少しでも解決したいという思いから農業
に参画し、全国に「モスファーム」を設立。ほかに
も、店舗メンバー自らが近隣の協力農家で収穫体験
し、地元の野菜を使った限定商品の提供を行う「モ
スの産直野菜フェスタ」を各地で継続して開催して
います。
　また、特定技能制度という外国人が日本で働く仕
組みの法改正にも即座に反応し、外食向けの特定技
能ビザ取得を支援する「ベトナム カゾク」という新し
い仕組みを立ち上げました。さらには、病気や障が
いなどで外出困難な方がリモートでレジ接客をサポ
ートするという分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」※

を実験導入し、新たな働き方の研究を進めています。
　創業者は私たちに、「アントレプレナーシップを
持って仕事に向き合ってほしい」という言葉を残し
ました。一生懸命考えて、自分で意思決定をし、自
分でリスクを負って、一歩踏み込む。この考え方を
引き継いで、これからも「モスだけの新」という視
点ではなく、「世の中の新」を数多く生み出すべく、
さまざまな挑戦を進めていきます。

理念でつながる「モスバーガー共栄会」
　1980年には、モスの本部と加盟店、そして加盟店
同士をつなぐ組織として「モスバーガー共栄会」が
誕生しました。「For the Customer お客さまのため
に店はある」という共通の哲学のもと、チェーン全
体の繁栄を自分たちで考え、自分たちの行いでモス
ブランドを向上させるために活動しています。その
2 年後の1982年には、加盟店同士でもっと良い店に
していこうという機運が高まり、Hospitality（心の
こもったおもてなし）、Delicious（安全で高品質な
おいしい商品の提供）、Cleanliness（磨き上げられ
た清潔なお店）に基づいた「HDC活動」もスタート。
店舗のクオリティを保ち健全な営業を支え、モスバ
ーガー基本方針を具現化することを目指すこの取り
組みは、その志を引き継ぎ、現在も続いています。
　モスバーガー共栄会では、理念を共有した加盟店
同士が情報共有を行いながら、地域に密着した活動
を行っています。1979年に、モスバーガー白楽店［神
奈川県］のレジ横に置かれたコーラのガロンボトル
の募金箱がきっかけとなった「愛のモスボックス」
募金の取り組みをはじめとして、地域の清掃活動に
参加したり、認知症カフェとしてお客さまの見守り
活動を行ったり、日本の産業を守るために地域の食
材を利用した商品を販売したりと、加盟店が主体と
なってさまざまな活動を行っています。

1977年頃の加盟店案内パンフレット

プラントベース商品の
“グリーンバーガー〈テリヤキ〉”

分身ロボット「OriHime
（オリヒメ）」

加盟店 1 号店のモスバーガー新瑞店［愛知県］

「ソイパティ」はお肉を使わないメニュー開発の要望から生まれました

　本部はこうした活動
をサポートしながら、
加盟店と本部が一緒に
なって成長していくこ
とを大切にしています。
これからも地元で選ば
れる「地域一番店」を
目指して、健全なFC

経営とともに、共栄会
活動を推進していきま
す。

※株式会社オリィ研究所が開発した分身ロボットです。

モスグループの事業戦略



2019-2021年度 中期経営計画
“Nothing is impossible”

2022-2024年度 中期経営計画
“Challenge & Support”

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
業績予想

2024年度
中期経営目標

売上高 689 719 784 850 1,000

営業利益 10 14 34 33 50

当期純利益 3 9 34 20 35

営業利益率 1.5% 2.0% 4.4% 3.9% 5.0%

ROE 0.8% 2.2% 7.3% 4.1% 6.6%

23 24

モスが
向かう未来とは。

「心のやすらぎ」
「ほのぼのとした暖かさ」

をお届けし、
世界が注目する

外食のアジアオンリーワン企業へ。

Q.

A.

モスグループの中期経営計画

「2022-2024年度 中期経営計画」中長期ビジョン

「Challenge ＆ Support」
唯一無二のグローバルな企業を目指して
この度モスグループは、「2022-2024年度 中期経営計画」を策定しました。
グループ全体の中期経営目標とともに、各事業ごとにテーマを掲げ、
アジアを代表するオンリーワンの強いブランドを築き上げていきます。

2022-2024年度 中期経営計画

「心のやすらぎ」「ほのぼのとした暖かさ」をお届けし、
世界が注目する外食のアジアオンリーワン企業へ

Challenge & Support

中長期ビジョン

中期スローガン

連結財務数値 （単位：億円）

　2022年度からスタートする中期経営計画では、
「『心のやすらぎ』『ほのぼのとした暖かさ』をお届け
し、世界が注目する外食のアジアオンリーワン企業
へ」という中長期ビジョンを掲げました。また
2022-2024年度の 3 カ年の中期スローガンを
「Challenge ＆ Support」としました。
　中期経営計画を達成するため、国内モスバーガー
事業では積極的な投資を行って収益力を向上してい
きます。出店力、FCパッケージ力、変化対応力を強
化するため、中期 3 カ年で出店・改装費用に130億円、
IT・生産性向上の費用として50億円を投資する計画
です。
　また、海外事業、その他飲食事業で事業開発・収
益化を進め、グループの収益を多様なものにしてい

く必要があります。海外事業では50億円規模の投資
を予定しています。モスブランドを活用した物販を
行うマーチャンダイジング事業では自社ECサイト
を通じた販売も進めていきます。
　事業を進めるうえでは、必ずしも自社や自前での
開発にこだわらず、スピード感と規模感、収益性を
重視して必要に応じてM&Aや他社とのアライアンス
の手法も活用していきます。
　また、人材育成なくして企業の成長は望めません。
モスで働くメンバー一人ひとりが自分ごととして事
業に取り組んでいく意識改革を続けていくことが肝
要です。社員のチャレンジを後押しする組織風土を
醸成し、それを全力でサポートしていく体制を構築
します。
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国内モスバーガー事業中長期的に対処すべき課題

グループ経営体制の整備

多様な立地に適応するモスバーガーの多業態化を推進
利用シーンを創出するメニュー開発とファン層の拡大

お店をもっと近くに もっと愛されるお店に

お客さまとの接点の量と質を
徹底的に強化する

国内モスバーガー事業の積極的な投資による
収益力向上とモスグループの収益の多様化に取り組む

事業セグメントの成長に合わせ、
グローカルな事業プラットフォームを構築する

多様な立地に適応する店舗 利用シーンの創出

ファン層の拡大

　お客さまの来店のしやすさを目指して
「お店をもっと近くに」するため、多様
な立地に適応したモスバーガーの多業態
化を推進します。住宅街、繁華街はカフ
ェ需要対応型のモスバーガー&カフェ、
都市部や駅前立地は20坪程度で出店可能
な小型店などにより隙間立地への出店を
可能にします。出店していない住宅地域
やイベント会場などはキッチンカーMOS

50（モスフィフティ）の機動力を活かし
ます。これらの店舗フォーマットを活用
して、減少が続いてきた店舗数を増やし、

年間50店舗の出店を目指します。FCによ
る出店だけでなく、グループ会社を活用
した直営店の出店も進めていきます。お
客さまの利用動機を想定し、お店に足を
運びたくなる利用シーンを創出するメニ
ュー開発や、物販商品の展開を推進し、
「もっと愛されるお店に」していきます。
ファン層の拡大に向けては、固定ファン
を持つキャラクターなどを起用したファ
ンベースマーケティングや、ユーザーの
好みを分析して購買意欲を触発するおす
すめ提案で来店促進を図ります。

経営企画本部  経営企画部
事業企画グループ シニアリーダー

伊多波 知子

モスグループの中期経営計画

日常化

ホスピタリティ 利便性

CRM喫食品質

積極的な出店

私が事務局を担当して
いる全社プロジェクト
活動を通じて、モスバ
ーガー店舗の生産性向
上や多業態化の推進を
行い、出店数の拡大及
び中期経営目標達成に
寄与してまいります。

※マーチャンダイジング事業は、セグメント上は国内モスバーガー事業に含まれます。

モスグループブランド
（MOS・安全・安心・健康）

グローバル標準化＋各国ローカル適合外食チェーン本部機能

グローバル共同調達＋地域食材の活用サプライチェーン
（おいしさ・安全・安心・健康）

モスブランドの価値向上に向けた取り組みブランド

食 材

運 営

グローカル事業プラットフォーム

国内モスバーガー事業 海外事業 その他飲食事業 マーチャンダイジング事業※

海外事業

その他の事業

マーチャンダイジング事業

その他飲食事業

モスグループの
収益の多様化

国内モスバーガー以外の
事業開発・収益化

海外事業投資：50億円
（前中計3カ年比：251%）

出店力

FCパッケージ力

変化対応力

国内モスバーガー事業の
収益力向上

国内モスバーガー事業の
3つの力を強化

出店・改装投資：130億円
（前中計3カ年比：450%）

IT・生産性向上投資：50億円
（前中計3カ年比：147%）

自社ECサイト立ち上げ
M&A・アライアンスの適宜活用
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マーチャンダイジング事業

国際フランチャイズビジネスモデルの創出 モスブランドを活用した新たな事業の展開

サービスレベルの向上やテイクアウト拡大に注力
紅茶の茶葉の直輸入事業を開始し、収益事業に育てる
　その他飲食事業は、摘みたて紅茶と焼
きたてアメリカンワッフルなどが楽しめ
る紅茶専門店「マザーリーフ」や大人の
ためのハンバーガーレストラン「モスプ
レミアム」をはじめ、店内飲食中心のレ
ストラン事業が多くを占めています。
　今後はテイクアウト、デリバリーの需
要が引き続き高まると見て、WEB予約

の導入など運営力をさらに磨き上げてい
き成長事業に育てます。
　また、紅茶専門店「マザーリーフ」や
国内モスバーガー店舗で使用している紅
茶の茶葉を直輸入する事業を開始しまし
た。商品原価の低減や教育事業の展開、
他社への卸売販売など収益事業に育てて
いく計画です。

新規事業や新規国への出店を積極的に進める
トレーディング部門の新設でコスト低減や品質向上を実現

食へのこだわり、商品開発力、ブランド力を活かした商品
店舗に加え、量販店、ECサイトなど販売チャネルを開拓

　これまでに販売してきたモスブランド
を活かしたスナックや菓子、食品、ライ
フスタイルグッズなど他社とのコラボ商
品や生活雑貨は、大変好評をいただいて
います。
　モスの食へのこだわりと商品開発力に
加えて、お客さまに認知していただいて
いるモスのブランド力を活かして、モス

をもっと身近に感じてもらえるような商
品をこれからも開発していきます。
　こうした商品は、モスバーガーの店頭
で販売するだけでなく、量販店やコンビ
ニエンスストア、自社または他社のEC
サイトで販売するなど新たなチャネル開
拓も進め、マーチャンダイジング事業の
収益の拡大を目指します。

　海外事業では国際フランチャイズのビ
ジネスモデルを創出することが鍵です。
BtoC事業では、成長市場、成長エリア
に経営資源を集中させ、既存国の今後の
成長余地を見極めて戦略を策定し、資源
の最適配分を行います。新規事業や新規
国への出店も積極的に進めます。パスタ
専門店の「モスクッチーナ」が香港で大

変好評なことから他国での展開も予定し
ており、多店舗化を目指します。BtoB

事業では、グローバルで最適な食材供給
ネットワークを構築します。本部にトレ
ーディング部門を設置し、国内や各国と
の共同調達によるコストダウンや品質向
上を実現します。海外事業の成長に合わ
せた製造拠点の拡大にも取り組みます。

海外事業

その他飲食事業

商品開発 チャネル開発

全社横断テーマ

全社横断でDX、SDGs、人材育成に取り組み、
お客さまの体験価値とメンバーの働きがいを向上させていく
　DXでは、デジタル技術を活用し、CX（お客さまの
体験価値）やEX（社員や店舗メンバーの働きがい）
の向上を目指します。お客さまへの新たな体験価値
の提供や、働くメンバーの作業負担の軽減を進めます。
　SDGsはマテリアリティに則した 7 つのゴールを
特に重点項目と定め、脱炭素など社会課題への対
応とともに、事業を通じた価値創造に取り組みます。

また、地域の特性、特色に合わせたコミュニケーシ
ョンと社会貢献活動を実践し、SNSなどでタイムリ
ーに発信して活動の輪を広げていきます。
　人材育成では、新卒とキャリア採用、店舗と本部、
ゼネラリストとスペシャリスト、定年再雇用者など、
さまざまな社会的バックグラウンドを持つ多様な人
材の成長と活躍をサポートする体制を構築します。

モスグループの中期経営計画

マーケティング本部
デジタルマーケティング部

マーチャンダイジンググループ
グループリーダー

五百川 知久
国際本部　国際戦略部　
国際購買グループ
グループリーダー

本堂 拓道

開発本部　新規飲食事業部　
マザーリーフグループ
グループリーダー代行

東泉 健太郎

既存事業の収益性改善と新たな付加価値の創造

既存事業の磨き上げと成長 紅茶事業の構築

デジタル活用でCXとEXを推進し、“食を通じて人を幸せにすること”を
ITで支える

モスらしい先進性を発揮し、社会と共創する

多様な人それぞれの成長と活躍をサポート

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

ＳＤＧｓ

人材育成

店舗物販及びEC事業、
コラボレーション事業
を主軸としたMD事業
の確立とブランディン
グの強化を通じて、モ
スブランドの価値とイ
メージの向上に寄与し
てまいります。

グローバルサプライチ
ェーンの構築により、
食材・包材の調達をモ
スグループ全体で最適
化することで、収益性
と付加価値の向上を実
現します！

新規飲食事業の各部門
同士で連携しながら、
継続的な店舗営業黒字
化と、本部経費を含め
黒字化の達成を目指し
ます。さらに紅茶事業
を自立運営し、新たな
付加価値を創造するこ
とでブランド価値を高
めてまいります。

BtoC事業 BtoB事業
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モスグループの原点と
サステナビリティ経営

モスがありたい
姿とは。

自然を愛し、人を愛し、
地域社会に寄り添いながら、

新しい価値を生み出し続ける。

Q.

A.

　MOSとは、 MOUNTAIN（山）OCEAN（海）SUN（太
陽）の頭文字です。MOS には、 MOUNTAIN （山のよう
に気高く堂々と）、 OCEAN （海のように深く広い心で）、 

SUN （太陽のように燃え尽きることのない情熱を持っ
て）、という意味があります。創業者・櫻田慧が、人間
・自然への限りない愛情と、このような理想の人間集団
でありたいという願いをこめて名付けました。
　お客さまへ、地域社会へ、おいしさと健康と幸せをお
届けし、明日への活力の再生の場となるお店が、私たち
モスバーガーチェーンの目指すお店です。

モスグループの基盤

創業者の櫻田慧は、CSRやサステナビリティ経営という言葉が世の中に浸透する前から、
自然や地域社会を大切にしながら事業を続けることを願う、サステナブルな考え方の持ち主でした。
モスグループの原点である創業者の思いやことばを心に刻み、ありたい未来の姿を思い描き、
持続的な企業価値向上を目指すサステナビリティ経営を推進しています。

「MOS」にこめられた創業者の思い

モスのサステナビリティ経営を
支える創業者のことば

「真のサービスとは、
地域社会に奉仕することだ。」
経験から体得してみてわかったことなのだが、
真のサービスというものは非常に奥深いものであるということだ。
言葉だけの接客態度だけではなく、もっと強くお客さまを

引きつけるものが大事だという点である。
これが最初はどうしてもわからなかった。
結局1年間苦しんで体得したものは、
真のサービスとは

地域社会に奉仕することだという結論である。
「飲食店経営」1975年秋号「真心のこもったサービスの店を育てる」より

「『愛』をもって
一生懸命行動すること」

　そもそも、外食産業というのは、
心から相手に「愛」を降り注ぐことのできる

産業であると考えます。
モスバーガーの歴史は「愛」を通じて築かれてきました。

「チェーン全体がよくなって欲しい」「お客さまに本当においしいものを

提供したい」そこには親切、優しさ、すなわち「愛」がありました。
「愛」をもって一生懸命行動することがお客さまの心を動かします。

「モスバーガーチェーン・フランチャイズ契約書 前文」より
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経営全般

グローバル・
M&A

財務・会計

商品開発・
マーケティング

法務・
リスクマネジメント

ESG

人材マネジメント

My 
Favorite 

MOS

Skill Matrix

モスの持続的成長を支える経営陣

1988年 当社入社

2010年 執行役員開発
本部長、
取締役執行役員開発本
部長

2011年 取締役執行役
員国内モスバーガー事
業開発本部長

2012年 取締役執行役
員国内モスバーガー事
業営業本部長

2014年 常務取締役事
業統括執行役員

2016年 代表取締役取
締役社長 ストア事業
開発部管掌

2020年 代表取締役 取
締役社長（現任）

モスチーズ
バーガー

モスの菜摘（なつみ）
モス野菜

富士山ライスバーガー 山葵
（香港期間限定販売）

とびきりチーズ
～北海道産

ゴーダチーズ使用～

ロースカツ
バーガー

ソイモスチーズ
バーガー

モスバーガー モスの菜摘（なつみ）
海老カツ

テリヤキチキン
バーガー

チリドッグスパイシー
モスチーズバーガー

スパイシー
モスバーガー

モスライスバーガー
海鮮かきあげ（塩だれ）

2009年 立教大学経営
学部教授（現任）

2014年 当社社外取締
役（現任）

2015年 共同印刷株式
会社社外取締役（現任）

2018年 SGホールデ
ィングス株式会社社外
取締役（現任）

2019年 株式会社ファ
ミリーマート社外取締
役

代表取締役
取締役社長

取締役
（社外取締役）

中村 栄輔 髙岡 美佳

1986年 当社入社

2009年 営業本部 東日
本営業部長

2010年 執行役員東日
本営業部長

2011年 執行役員海外
商品本部長

2018年 執行役員国際
本部長

2020年 上席執行役員
国際本部長

2022年 取締役常務執
行役員国際本部長(現
任)

取締役常務執行役員
国際本部長

瀧深 淳

1981年 伊藤忠商事株
式会社入社

2013年 株式会社ファ
ミリーマート代表取締
役社長

2016年 ユニー・ファ
ミリーマートホールデ
ィングス株式会社代表
取締役副社長、
株式会社ファミリーマ
ート代表取締役会長

2019年 カネ美食品株
式会社代表取締役会長

2020年 当社社外取締
役（現任）

取締役
（社外取締役）

中山 勇

1986年 当社入社

2008年 取締役執行役
員総合企画室長兼経営
企画グループリーダー

2011年 取締役執行役
員 海外モスバーガー
事業担当

2016年 常務取締役執
行役員経営サポート本
部長 商品本部管掌

2020年 取締役常務執
行役員（リスク・コン
プライアンス室担当）

（現任）

取締役常務執行役員
（リスク・コンプライアンス
室担当）

福島 竜平

1988年 サンワ・等松
青木監査法人入所

1998年 米国クーパー
ス・ライブランド入所

2002年 ゼネラル・エ
レクトリック社入社

2009年 日本ストライ
カー・ホールディング
株式会社CFO

2013年 日本コカ・コ
ーラ株式会社SVPフ
ァイナンスコントロー
ラー、
コカ・コーライースト
ジャパン株式会社社外
監査役

2015年 アデコ株式会
社取締役管理本部長兼 
CFO、
株式会社VSN取締役

2022年 当社社外取締
役（現任）

取締役
（社外取締役）

小田原 加奈

1985年 当社入社

2007年 マザーリーフ
事業部長

2014年 執行役員開発
本部長

2016年 取締役常務執
行役員開発本部長  新
規事業本部管掌

2020年 取締役常務執
行役員開発本部長兼新
規飲食事業部長（現任）

取締役常務執行役員
開発本部長 兼 
新規飲食事業部長

内田 優子

1990年 当社入社

2013年 経営管理部長

2014年 執行役員経営
サポート部長

2016年 経営サポート
本部参事

2018年 常勤監査役（現
任）

常勤監査役

永井 正彦

1995年 当社入社

2014年 商品開発部長

2018年 執行役員商品
本部長

2019年 執行役員営業
本部長

2020年 取締役上席執
行役員営業本部長(現
任)

取締役上席執行役員
営業本部長

太田 恒有

1987年 当社入社

2004年 管理本部部長

2010年 執行役員総合
企画室長

2014年 執行役員営業
企画部長

2019年 常勤監査役（現
任）

常勤監査役

臼井 司

2008年 株式会社野村
総合研究所入社

2016年 株式会社ベイ
カレント・コンサルテ
ィング入社

2018年 同社パートナ
ー

2018年 当社入社、
総合企画室付執行役員

2019年 執行役員総合
企画室長

2021年 執行役員経営
企画本部長

2022年 取締役上席執
行役員経営企画本部長

（現任）

取締役上席執行役員
経営企画本部長

笠井 洸

1994年 弁護士登録、
鳥飼・多田・森山経営
法律事務所入所

2005年 鳥飼総合法律
事務所パートナー弁護
士（現任）

2015年 ニッコー株式
会社社外監査役（現任）、
当社社外監査役（現任）

2020年 山一電機株式
会社社外監査役

監査役
（社外監査役）

村瀨 孝子

2000年 専修大学大学
院経営学研究科修士課
程修了

2003年 一橋大学大学
院商学研究科博士後期
課程修了

2017年 日本大学経済
学部教授（現任）

2018年 日本経営会計
専門家研究学会常務理
事（現任）

2020年 当社社外監査
役（現任）

監査役
（社外監査役）

藤野 雅史

モスグループの基盤

※スキル・マトリックスの一覧表は、各氏の有するすべての知見・経験を表すものではありません。
※社外取締役・監査役については、特に当社経営に貢献することが期待される分野を表しています。



組織形態 監査役会設置会社
取締役の人数 9名
うち、社外取締役の人数 3名
定款上の取締役の任期 2年
監査役の人数　 4名
うち、社外監査役の人数 2名
会計監査人 有限責任 あずさ監査法人
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モスグループの基盤

モスの健全な成長を支えるガバナンス
社外取締役の選任理由
　独立社外取締役については、多様な人材の中から、
独立性判断基準を満たしたうえで、当社グループの
「経営理念」とフランチャイズ事業の特性や当社グ
ループの事業の独自性を理解し、専門分野における
知識と経験・活動を活かした的確な助言を行い得る
方を選任しています。

コーポレートガバナンスの 
基本的な考え方

　モスグループの企業価値の源泉は、「人間貢献・
社会貢献」という経営理念、「感謝される仕事をし
よう」という創業の心と基本方針にこそあります。
経営理念には、「お客さまや地域社会と深く結びつ
き、真心をこめたサービスを提供することを通じて
社会に貢献しよう。」の意味がこめられており、人
間と社会を切り離すことができない一つの言葉とし
て定義し、さらにその先にいるすべてのステークホ
ルダーへの貢献も意味しています。
　モスでは、これらの理念などを深く共有し賛同し
てくださるお客さま、メンバー、加盟店、取引先、
地域社会といったすべてのステークホルダーの皆さ
まに提供した価値の総和こそが企業価値であると考
えています。そして、ステークホルダーの皆さまに
対する責任を果たし、「価値ある企業」として支持
され続けることができれば、株主の皆さまに対する
責任も果たすことができ、株主価値の最大化にもつ
ながると考えています。
　当社グループは、適切な情報開示に基づくステー
クホルダーの皆さまとの建設的な対話の促進により、
中長期的な企業価値・株主価値の向上を実現するた
めに、より良いコーポレートガバナンスをさらに追
求していきます。

取締役会
　社外取締役 3 名を含む取締役 9 名（男性 6 名、女
性3名）及び社外監査役 2 名を含む監査役 4 名（男
性 3 名、女性 1 名）により構成されています。取締
役会は、経営に関する重要事項について十分に審議
のうえ、的確かつ迅速な意思決定ができるよう、月
1 回開催の取締役会のほか、取締役によるミーティ
ングを随時行っています。

監査役会
　常勤監査役 2 名及び非常勤（社外）監査役 2 名で
構成されています。各監査役は、監査役会で定めた
監査方針・計画に従い、取締役会への出席のほか、
会計監査人と年間監査計画の策定及び実施について、
定例の会議や随時の情報交換を行うなどにより、経
営及び業務執行の状況について入念に調査し、監査
役監査を実施しています。さらに、各監査役は、リ
スク・コンプライアンス委員会及び内部統制委員会
に出席し、当社のガバナンス体制の確保に努めてい
ます。なお、当社の社外監査役 2 名はいずれも独立
性を確保しており、それぞれ、財務・会計・税務・
法務などの実務的・専門的知識を有しています。

現状の体制を選択している理由

　当社は、監査役会設置会社を採用しています。
経営の最高意思決定機関である取締役会に対し、
そこから独立した監査役及び監査役会に監査機能
を担わせ、また、豊富な経験を持つ社外役員を選
任することにより経営の健全性・透明性を確保し
ています。こうした十分な牽制の中で、取締役会
における適正な意思決定や取締役の執行の監督が
行われる体制であると考えています。

コーポレート
ガバナンス体制図

内部統制システム

髙岡 美佳

中山 勇

取締役会実効性評価の手法、 
結果、改善方針

　取締役会の実効性を高めるために、毎年、すべて
の取締役・監査役による自己評価を実施し、取締役
会で分析・評価を審議したうえで、その結果の概要
を開示しています。

役員報酬
　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の
総額及び対象となる役員の員数は、以下のとおりです。

業績連動報酬の概要
　業績連動報酬については、業績などによって変動
する金銭報酬である役員報酬、役員賞与及び非金 銭
報酬である業績連動型株式報酬から構成されていま
す。業績連動報酬に係る指標は、公表された業績予
想の連結売上高及び親会社株主に帰属する当期純利
益などの定量面と業務マネジメントなどの定性面を
併せて用いています。

財務報告に係る内部統制システム
　モスグループは、金融商品取引法の定めに従い、
「財務報告に係る内部統制管理規程」及び「財務報
告に係る内部統制実施要綱」を制定しています。財
務報告に係る内部統制の整備及び運用については、
「内部統制委員会」が行い、当該統制システムの整
備状況及び運用状況の評価については、内部監査部
門を中心とした「内部統制評価チーム」が行います。
これらを通じて、モスグループは、健全な内部統制
環境の構築に努めるとともに、業務プロセスの統制
活動を実施し、財務報告の信頼性と適正性を確保す
るための有効かつ正当な評価を可能とする財務報告
に係る内部統制システムを構築しています。

流通システム論及び小売経営論を専門とする大学教授であり、企業
経営についての幅広い知識と高い見識を活かした助言・提言を当社
の経営に反映し、また独立した立場から監督していただくため、選
任しています。

幅広い食糧及び食の分野における高い専門性と豊富なビジネスの経
験と合わせ、企業経営者としての実績と深い知見を有しており、社外
取締役として幅広い分野での助言をいただき当社の経営体制及び業
務遂行体制の強化に大きく寄与するものと判断し、選任しています。

複数のグローバル企業の日本法人において最高財務責任者などの要
職を歴任し、日米公認会計士という高い専門性とともに、財務管理
を中心に企業経営全般、人材育成及び事業変革に豊富な知識と経
験を有しており、社外取締役として当社の経営体制及び経営戦略の
実行強化に貢献いただけるものと期待し、選任しています。

※ 上記金額には、使用人兼務役員の給与等は含んでいません。

指名 選任理由

　分析・評価結果を踏まえ、今後の課題を整理し、
さらなる実効性の向上に努めています。評価結果は、
当社WEBサイト上で開示しています。

取締役会の実効性に関する質問票（アンケート）をすべての取
締役・監査役に配布、回収し、回答の集計結果に基づき、取締
役会において実効性を分析・評価

実効性評価の方法

点数評価・自由回答
回答方法

無記名方式
回答方式

コーポレートガバナンスの詳細は
WEBサイトをご覧ください。

選任・解任

連携

連携

報告

連携

監査役監査

内部監査

会計監査

選定・解職・監督

株主総会

監査役会

内部監査部門

サステナビリティ委員会

内部統制委員会
リスク・コンプライアンス委員会

経営会議

事業部門

代表取締役社長

会計監査人取締役会

内部統制委員会

委員 委員 委員 委員
内部統制
評価チーム

事務局 主任評価員

小田原 加奈

役員区分

取締役
（社外取締役を除く）

監査役
（社外監査役を除く）

社外役員

報酬等の
総額（百万円）

報酬等の種類別の総額
（百万円）

基本報酬

108 53 55 - 4

27 27 - - 2

25 25 - - 4

金銭報酬 非金銭報酬
業績連動報酬

対象となる
役員の員数

（名）

MOSCSR22_000-000_ROUGH-23_0726_初修正5（グラフ移植済_五_1113.indd   33-34MOSCSR22_000-000_ROUGH-23_0726_初修正5（グラフ移植済_五_1113.indd   33-34 2022/11/13   14:462022/11/13   14:46



35 36

モスグループ行動規範

社会との約束

モス版BC モスグループ行動規範

法令の遵守 法令を遵守し、良識ある行動をします

反社会勢力との対決 毅然とした態度で、一切の関係を持ちません

人権の尊重 人権・多様性を尊重し、差別を排除します

社内コンプライアンス体制の推進 リスク・コンプライアンス体制を
愚直に推進します

ステークホルダーとの約束
モスグループメンバーとの
理念経営の実現

価値観を共有して共に成長します

取引先との相互発展 公平・公正な取引で、相互に発展します

加盟店との共存共栄 物心両面での満足を提供します

株主との共通価値向上 中長期的な企業価値と株主価値を向上させます

お客さまとの喜びの共有 HDCを通じてお客さまの喜びを生み出します

行政との健全な関係 公正で透明な関係を築きます

地域社会との共創 地域になくてはならない存在になります

環境への畏敬 持続可能な社会作りに貢献します

　「モス版BC」の一つである災害対策として、
大地震などを想定した「応答訓練」（人身安否
と店舗被災状況を確認する訓練）を実施してい
ます。2021年度は、株式会社モスフードサー
ビス及びグループ会社のメンバーとモスバーガ
ーチェーン全店を対象に応答訓練を全 4 回実施
しました。これからも、緊急時における人身安
否と状況確認の体制及び社内の対応体制などの
再整備を行い、事業の継続を目指していきます。

　モスグループ行動規範は、モスグループが事
業活動を行う上での指針を示しています。それ
は「社会との約束」であり、「ステークホルダー
との約束」であり、モスグループ各社とそのフラ
ンチャイジーが事業活動を行うにあたっての普
遍的価値を定めたものです。モスグループで働
く一人ひとりが、モスグループの理念・行動体
系を実現するために取るべき日々の行動を自覚
し、自ら職場の問題に気づき、未然防止や改善解
決へ向けて主体的に行動していくことが、モス
のサステナブルな経営であると考えています。

モスグループの基盤

推進体制図

モスグループのリスクとその対応策※（有価証券報告書より一部抜粋）

リスクマネジメントと 
コンプライアンスの推進

　当社の取締役会は、全社的な内部統制システムの
整備の推進及び緊急時（重大なコンプライアンス違
反、重大な食品事故、甚大な被害が生じた災害など）
の危機対応を行います。
　また、重要な投融資、新規事業投資などについて
は、取締役社長及び常務・上席執行役員で構成する
経営会議の下に設置した管理部門確認会及びスクリ
ーニング会議において、事前に資本・リスク・収益
のバランスに関する分析を行ったうえで取締役会に
付議する体制を構築しており、これによって財務リ
スクのマネジメントを行っています。具体的には、
取締役会の付議書には、資本コストと比較した投資
額とその回収期間、想定されるリスクとその対処方
法を明記することになっており、取締役会はリスク
選好とリスク許容度（許容可能なリスクの特定とそ
の水準）を明確にしたうえで付議議案を決裁するこ
とにより経営リスク及び戦略リスクのマネジメント
を行っています。
　オペレーショナルリスク、クライシスのマネジメ
ント及びコンプライアンス体制の推進などに関して
は、リスク・コンプライアンス委員会を、ディスク
ロージャーの信頼性リスク（財務報告リスク）のマ
ネジメントに関しては内部統制委員会を設置し、両
委員会で緊密に連携しながらこれらについて全社横
断的に対応しています。
　リスク・コンプライアンス委員会は、取締役社長
を最高責任者、担当取締役を統括責任者とし、主要
リスクを主管する各部門の部門長及び子会社の社長
を委員に、リスク情報を管理している部門の部門長
をオブサーバーに加え、リスクマネジメント部門の
部門長を委員長として構成しています。内部統制委
員会は、財務報告において実務的役割を担う部署の
責任者を委員に、内部監査部門の部門長を委員長と
して構成しています。なお、内部監査部門は、独立
的かつ客観的な立場から内部監査を行うため、取締
役社長直轄の独立部門として組織されています。

重
大
リ
ス
ク

食品事故
リスク

店舗
マネジメント
リスク

人事労務
リスク

法令違反
リスク

サプライ
チェーン
リスク

分類 リスク項目 内容 対応策

主要リスクを主管する
各部門・グループ各社

リスク・コンプライアンス
委員会

取締役社長
最高責任者

担当取締役
統括責任者

内部統制の実務的
役割を担う各部署

スクリーニング
会議

管理部門確認会 内部監査部門リスクマネジメント部門

連携

連携

財務リスク 財務報告リスクオペレーションリスク
コンプライアンスリスク

経営リスク・戦略リスク

連携

内部統制委員会

取締役会 監査役会

監査法人
外部専門家

HACCPの考え方を取
り入れた衛生管理に加
え、ISO22000に準拠
した独自の「モス食品
安全基準」を構築。毎
年見直しを行い、事業
の多様化、社会情勢、
お客さまの価値観の変
化などに対応できる体
制も整備

全店での定期的な安全
管理検査や店舗メンバ
ーへのリスクマネジメ
ント教育の実施などに
より、お客さまと従業
員の安全管理を徹底。
自然災害などの緊急時
体制の整備及び強化

本社オフィスのフリー
アドレス化、テレワー
ク率50%の継続、女性
社員の育児休業復職率
100%の継続など。健
康経営に向けた取り組
みと働きがいのある環
境整備づくりの推進

グループの社員全員が
「モスグループ行動規
範」を「読む日」を毎
年定め、周知徹底。役
員・社員を対象に、ハ
ラスメント防止などを
テーマにしたコンプラ
イアンス研修を実施

複数社購買や複数拠点
での生産などの供給ル
ートの複線化、物流の
最適化などを推進する
とともに、主要食材の
一部については数カ月
分の在庫量を確保

危険異物の混入、食中
毒の発生、工場などで
の食品事故により店舗
に対し食材を供給でき
ないなど

設備に起因する事故、
交通事故、お客さま及
び従業員の個人情報漏
えい、その他店舗にお
ける事件・事故、トラ
ブル、法令·条例違反、
マニュアル・内規違反、
自然災害の発生など

労働基準法などの法令
・条例違反、ハラスメ
ント、就業規程・社内
ルールからの逸脱、人
手不足、メンタル疾患、
人的損失の発生、業務
品質の低下、生産性の
低下など

経営者や社員による不
正行為、法令・条例違
反、食品衛生法をはじ
めとする食品衛生関連、
環境関連·設備関連・
労働関連の法規制など
が変更または強化され
た場合の対応など

自然災害やパンデミッ
ク、政治的不安、原材
料や部品の価格高騰や
欠品、サイバー攻撃な
どによって、食包材や
消耗品などを加盟店供
給できないなど

※より詳細な情報は、有価証券報告書の「事業等のリスク」をご覧ください。
　https://ssl4.eir-parts.net/doc/8153/yuho_pdf/S100OJ57/00.pdf
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世間とモスの常識が乖離していないかに常に留意

取締役（社外取締役）
髙岡 美佳

取締役（社外取締役）
中山 勇

取締役（社外取締役）
小田原 加奈

ティング、小売経営など）の視点から取
締役会で助言を行っています。また、経
営陣から独立した立場として、少数株主
をはじめとするステークホルダーの皆さ
まに最大限の利益を還元することを心が
け、事業ポートフォリオや投資案件に関
する「資本効率」についても逐一、発言
をしています。
　最後に。コロナ禍を通じて、あらため
て全世界で人々が「ウェルビーイング」

について考えました。「身体的に健康」で
あることの大切さに加えて、人とのコミ
ュニケーションを通じて得る「心の健康」
にも目が向けられました。モスがずっと
大切にしてきたこととの共通性があるよ
うに感じています。今後もモスには、コ
ーポレートガバナンスを追求することで、
経営理念や基本方針を実現し、中長期的
な企業価値の向上に取り組んでいただき
たいと考えています。

当
ガバナンス・コードの各原則の趣旨を理
解したうえで、自社の状況を踏まえて判
断・適用を行ってきました。現時点です
べての原則を実施しており、その意味で
当社は、企業価値を高めるべく企業を適
切に運営・発展させる仕組みが整えられ
ていると言えるでしょう。
　私は、自分の専門分野（流通、マーケ

社の取締役会は、金融庁と東京証
券取引所が制定したコーポレート

一顧客として店舗にうかがう度、大変感
じ良く親切に接してくださり、気持ちの
良い顧客体験をさせていただいています。
理念は設定しても浸透させるのが難しい
ですが、モスの心を浸透させた店舗運営
がきっちりなされていると感心します。
また、ユニークかつ魅力的な期間限定商
品が次々と出される点も印象的です。
　小学生の頃、近隣にモスバーガーがオ
ープンした時のワクワク感と初めて店舗

に足を踏み入れた時の高揚感をいまだに
覚えています。このような記憶に残る素
晴らしい体験をより多くの顧客に提供し
続けていただきたいと思っています。
　また、多くの日本企業がかつての元気
を失っていますが、日本生まれのモスバ
ーガーが「日本ならでは」の商品・サー
ビスの提供を国内外に繰り広げ、日本の
誇りと思われる存在感を確立していくこ
とを期待しています。

社
勤務で得た企業経営全般にわたる幅広く
豊富な知識と経験をもとに、ステークホ
ルダーの皆さまの期待に沿えるように貢
献していきたいと思っています。
　私自身、モスの経営理念、創業の心、
基本方針、経営ビジョンのいずれにも大
いに共感しており、特に「人」を中心と
する点は私の価値観と一致しています。

外取締役としてモスの一員になり
ました。欧米のグローバル企業の

オイルショック、急激な円高、バブル崩
壊後の低成長・デフレの長期化、リーマ
ンショック、東日本大震災、コロナ禍と
激動期であったと言えます。その間当社
がただ存在しただけではなく発展できた
のはなぜか、その道程を振り返り真摯に
考えることは、今後の事業経営をより良
くするための知恵となります。創業の心
を大切に、お客さまが喜ぶ商品とサービ
スを提供し続けること。それに尽きます。

私
経営情報の共有化に留まらず、多様な専
門性を持つ社外役員がオープンな議論を
交わし、経営判断のクオリティを高める
努力をしています。取締役会は、議長の
フェアーな精神に支えられた、多様な専
門性のミックスによる自由闊達な議論が
展開されています。上席執行役員がオブ
ザーバーとして参加しているため、現場

が出席している当社の各会議では、
中村社長のリーダーシップのもと、

の状況を踏まえた意思決定を素早く行え
る体制が整っています。
　私が社外取締役として心がけているの
は、世間と当社の常識が乖離していない
かということです。組織が大きくなれば
なるほど内向きな思考が蔓延してしまう
ため、リスクマネジメントにおける大事
な視点だと考えています。
　モスバーガーの 1 号店がオープンして
から半世紀が経ちましたが、その過程は

「ウェルビーイング」への注目で浮き彫りになるモスの先進性を活かして

国内外でのプレゼンスをより向上することに期待

社外取締役メッセージ
モスグループの基盤



ESG 7つの中核主題 ESG重要テーマ モスグループのおもな目標項目 マテリアリティ
（重要課題）

SDGsの17目標との関連性
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

組織統治

コーポレートガバナンス
企業統治

●16.4
　16.5 ●17.16

　17.17内部統制
サステナビリティ経営の推進（社内浸透）

リスクマネジメント

グループ全体のリスクマネジメント ●16.4
　16.5データセキュリティとプライバシーの保護

BCP管理 ◯11.2 
　11.5 ●13.1

コンプライアンス 理念体系、行動規範などの管理と啓発 ◯10.2 
　10.3 ●16.4 

　16.5

公正な事業慣行

公正な取引の遵守 取引に関する法令の遵守 ●10.3 ●16.4 
　16.5

サプライチェーンマネジメント

CSR調達の推進   ◯1.1   ●2.4   ●8.4 
  　8.7 〇10.2 

　10.3 ●

12.2 
　12.3 
　12.4 
　12.5 
　12.8

◯16.5

産地支援とモスファーム事業の推進   ●2.4   ●8.4 ●
12.2 

　12.3 
　12.4 
　12.5

●17.17

人権 人権 人権の尊重（啓発、ハラスメント教育）   ◯5.1 
　  5.5   ●8.5 

　  8.8 〇10.3

労働慣行

人事・福利厚生 法制度改革への対応
  ●3.a   ●4.4 

　  4.7   ●5.5   ●8.5 
　  8.8 ●10.3 

　10.4福利厚生の充実

従業員の健康・安全 長時間労働の是正・休暇取得の推進

③ 働き方改革

  ●3.a 
　  3.d   ●8.8健康経営

人材育成

人材獲得と退職防止   ●4.4 
　  4.7   ●8.5 ●10.3人材育成、能力開発、キャリア形成、コミュニケーションの強化

次世代FCオーナー育成   ●4.4 
　  4.7   ●8.5 ◯17.17

ダイバーシティ
メンバーの多様性の確保、女性活躍推進   ●4.5 

　  4.7   ●5.5   ●8.5 
　  8.8 ●10.3 ◯17.17

心と設備のバリアフリー推進   ●4.5 
　  4.7 ◯10.3 ◯11.7

消費者問題

製品の品質と安全性 モス食品安全基準などの運用 ① 健康に寄与する食の提供   ●3.d ●12.4
健康価値（健康と栄養性） 健康に寄与する食の提供   ◯2.4   ●3.d   ●9.4

適切な情報公開 商品情報の適切な表示と開示   ●3.d ●12.2 
　12.4

製品の求めやすさ 商品・サービスの価値向上
  ●8.2   ●9.4利便性向上のための店舗インフラ整備

公正なマーケティングと広告 公正なマーケティングと広告 ●12.8 ◯16.10
個人情報の保護 データセキュリティとプライバシーの保護（再掲） ◯16.10

コミュニティへの参画及び 
コミュニティの発展

コミュニティと地域活動 店舗の地域貢献活動の推進
② 地域に密着した店舗運営

◯11.a ●17.17

コミュニティと産業育成 多様化するニーズに合わせた店舗開発
  ●8.2 
　  8.5   ◯9.4 ●11.7 

　11.a ◯12.5 ●17.17地域に密着した店舗運営

コミュニティと環境・文化
地域の特産品を活かした新商品の開発   ●2.4   ●3.d   ●8.9   ◯9.4 ◯17.17

モスの食育プログラムの推進     ◯2.4   ●4.4 
　  4.5   ◯8.9

環境

気候変動・大気汚染の防止 エコマーク「飲食店」認定を活用した環境対応

④ 環境負荷の低減

  ◯3.a   ●7.3 ●12.3 
　12.5 ◯13.1

温室効果ガスの排出削減   ●7.3 ◯12.2 ●13.1
省エネルギー推進 本社及びチェーン全体の省エネルギーの推進   ●7.3 ●12.2 ◯13.1

廃棄物とリサイクル
環境配慮型容器包装などの開発   ◯7.3   ◯9.4 ●12.2 

　12.5 ◯13.1

食品リサイクルの推進   ◯7.3 ●12.3 
　12.5

生物多様性の保全 生物多様性の保全 ◯14.1 ●15.4
水の管理 水質保全   ●6.3 ●14.1
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モスグループのサステナビリティ経営と
SDGsへの取り組み
モスグループでは、SDGsに関連するさまざまな商品・サービスの提供やサステナビリティの取り組みを行っています。
原点である「モスの心」を変わらぬ指針とし、本業を通じて社会課題の解決に貢献するために、
サステナビリティ経営を通じて今後もさらなる取り組みを進めてまいります。

マテリアリティ（重要課題）の整理

健康に寄与する食の提供

地域に密着した店舗運営

働き方改革

環境負荷の低減

モスグループのマテリアリティ

マテリアリティの特定プロセス
外部要請事項及び事業活動における社会課題の関連性や重
要度を整理し、社会（ステークホルダー）と自社事業にと
って重要性の高い 4 つのマテリアリティを特定しています。

マテリアリティの詳細は、
WEBサイトをご覧ください。

G
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E

自社からみた重要度 〈高〉〈低〉

〈高〉
社
会（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）か
ら
み
た
重
要
度

1

健康に寄与する食の提供1

2

地域に密着した店舗運営2

3

働き方改革3

4

環境負荷の低減4

●：おもに関連するSDGs目標　○：関連するSDGs目標※本マトリックスは笹谷秀光氏の監修による



健康に寄与
する食の提供

健康志向
一人当たりの野菜摂取量目安

（1 日 350g）の目標達成に貢献
–

食品安全
「モス食品安全基準」の運用と
質の向上

店舗総合衛生監
査（年 2 回実施）

全店適合を継続

食の楽しさの
提供

さまざまな事情・志向がある
お客さま同士がともに食事を
楽しめる場の提供

多様性対応商品
（低アレルゲン・
ソイパティ・グ
リーンバーガー
など）の提供

年間200万食
以上を継続

地域に密着
した店舗運営 健全なFC経営

SV（スーパーバイザー）
の力量向上

SV 学校修了者
の割合（SV 着
任 4 年目以上）

100%

共栄会活動
加盟店主体の
「モスバーガー共栄会」を
通じた地域密着型の店づくり

–

業態開発
多様化するお客さまの
利用動機に合わせた
店舗・業態開発

–

働き方改革 健康経営 健康経営の推進
ヘルスリテラ
シー教育実施頻
度

年 4 回実施
各回参加率
70％

人材育成
教育の機会の提供

（人材育成研修の充実）
–

多様性への対応 ダイバーシティの推進
男性の育児休業
取得率（2020

年度比）
200%

環境負荷の
低減

気候変動対応
グループ全体での
省エネルギーの推進

CO2 排出量
（2013 年度比）　

46% 削減

資源循環

食品ロスの削減と
食品リサイクルの推進

再生利用等実施
率（食品リサイ
クル法に基づ
く）

65%

お客さまに提供する
使い捨て製品における
環境配慮型製品の導入推進

環境配慮型製品
比率　

70%

環境保全
独自の環境マネジメント
システム（MOS-EMS）の
運用と質の向上

エコマーク「飲
食店」認定

認定を継続

お客さまの健康志向の高まりが
加速する一方で、食品衛生に対
する意識も変化してきています。
加えて、多発する異常気象や気
候変動による主要原材料や物流
費の高騰が続いており、持続可
能な調達の実現が重要な課題に
なっています。

コロナ禍の影響で、お客さまの
店内滞留時間が減少傾向にある
一方、テイクアウト需要の増加
による中食の台頭で、今後も外
食産業の競争激化が予測されま
す。また自然災害による店舗運
営への影響や多様化する店舗ニ
ーズへの対応など、あらゆるリ
スクに備える必要があります。

働き方改革関連法により、働き
方への社会的要請が高まってい
ます。特にテレワークなどの柔
軟な働き方への対応が重要視さ
れています。また、人材を最重
要経営資源として捉え、外国人
や障がい者を含めて多様性を尊
重することや、健康経営の推進
も重要です。

2022 年 4 月「プラスチック資
源循環促進法」が施行となり、
脱プラスチックや脱炭素などと
ともに、世界規模でのサーキュ
ラーエコノミーの実現に向けた
企業の対応が求められていま
す。また、SDGs の浸透を背景
に「環境に良い消費行動を」と
いうお客さまの意識も高まって
います。
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モスグループのマテリアリティ（重要課題） 1. 健康に寄与する食の提供
モスグループの各事業を通じて社会課題の解決に貢献するために、
環境・社会・ガバナンス（ESG）の観点から特定された4つのマテリアリティ（重要課題）があります。
ここでは、マテリアリティに設定された関連する7つのSDGsゴールと、環境認識や課題、
KPI（目指す姿）及び2030年までの目標と具体的な取り組みについてご紹介します。

関連するSDGs

関連するSDGs

関連するSDGs

マテリアリティ

モスグループのマテリアリティ

関連するSDGs

1

2

4

3

マテリアリティ 環境認識・課題 モスの取り組み KPI（目指す姿） 2030年度目標

※1  GAP（Good Agricultural Practice：農業生産工程管理）とは、農業において、食品安全、環
境保全、労働安全などの持続可能性を確保するための生産工程管理の取り組みのことです。

※ 2  HACCPとは、事業者自らが食中毒や異物混入などの危害要因（ハザード）を把握し、原材料の
入荷から製品の出荷に至る全工程の中で特に重要な工程を継続的に監視・記録する衛生管理の手法です。

リスク 機 会

ともに食事をとることの楽しさ、
商品を選択する楽しさを

モスグループの具体的な取り組み

リスクと機会

健康志向

• 重点的なリスク対策による、
　衛生問題などの継続的な抑制及び食の
　安全・安心ブランドの確立と競争優位性の確保
• 当社グループにおける持続的な
　食品安全レベルの向上

• 店舗営業における衛生問題
　（危険異物の混入、食中毒の発生）による営業停止
• 工場での食品事故による店舗に対する商品供給の停止
• 食品事故などの発生による社会からの
　信頼喪失と企業価値の低下

食品安全 食の楽しさの提供

一人当たりの野菜摂取量目安
（1日350g）の目標達成に貢献

農場の管理状況を点検する
「MOS-GAP点検」の実施

「モス食品安全基準」の運用と
質の向上

HACCP※2を取り入れた
「モス食品安全基準」の運用

さまざまな事情・志向がある
お客さま同士がともに
食事を楽しめる場の提供

多様性対応商品の提供
年間200万食以上を継続

マテリアリティ1
の詳細は、

WEBサイトを
ご覧ください。

上席執行役員 
マーケティング本部長

安藤 芳徳

安全でおいしい野菜づくりと持続可能
な産地の実現に向けた取り組みとして、
「モスの生野菜」の協力産地では、
GAP※1の考え方に基づきGAP指導員
資格を持った本社メンバーが農場の管
理状況を点検する「MOS-GAP点検」
を実施しています。

2021年度はKPIを上回る260万食以上、
総売上約10億円を達成。動物性食材
を使わない“グリーンバーガー〈テリ
ヤキ〉”と、米粉、豆乳加工品、甜菜
糖を使用した“ひんやりドルチェ カ
ップ 木いちご”を販売しました。

HACCPの考え方を取り入れた「モス
食品安全基準」を運用。モスバーガー
店舗の衛生マニュアルである「モス食
品安全基準（店舗用）」においては、
HACCP の用語説明や教育の記録欄を
設け、継続して全店適合を進めていま
す。

　モスとして、昨今のお客さまの健康志向の高
まりに対応していくことが必要不可欠と考えま
す。特に「モスの生野菜」については、産地と
連携し、生産技術を向上するための勉強会の実
施などを継続して取り組みながら、「モスの生
野菜」自体の価値向上を推進していきます。
　食の楽しさについては、モスの強みを活かし
ながら、引き続き多様性対応商品（低アレルゲ

ン、ソイパティ、グリーンバーガーなど）を中
心としたラインナップの充実を図ります。おい
しさの追求はもとより、多様性対応商品自体の
認知度アップのためのプロモーションを強化し
ていきます。食習慣などの違いをこえて、すべ
てのお客さまへ、ともに食事をとることの楽し
さや商品を選択する楽しさを提供していきます。
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2. 地域に密着した店舗運営 3. 働き方改革マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ2
の詳細は、

WEBサイトを
ご覧ください。

モスグループのマテリアリティ

リスクリスク 機 会機 会

アフターコロナを見据えて、
働く環境の変化へ対応していく

俊敏性と普遍性を持って、
お客さまの不都合を解消していく

モスグループの具体的な取り組みモスグループの具体的な取り組み

リスクと機会リスクと機会

健康経営健全なFC経営

• 労働基準法の法令違反、ハラスメント、社内ルールからの
　逸脱などによる働きがいやモチベーションの低下と
　それに起因する優秀な人材の流出と人材確保困難
• 獲得競争激化による人件費の高騰
• 組織力や帰属意識、労働生産性の低下

• 店舗における事件・事故やコンプライアンス違反
　などによる、お客さまと店舗メンバーに対する
　安全管理上の問題発生及び営業停止
• 店舗の営業活動の短縮や停止による
　地域社会・お客さまからの信頼喪失
• FCシステムにおけるトラブルや
　オーナー高齢化による事業承継の停滞

•「働き方改革」推進による、多様性があり
　健康で安全な職場や働きがいのある会社の実現
• 優秀な人材の確保と労働生産性の向上による
　会社の持続的成長

• お客さまと店舗メンバーの安全管理の徹底と
　お客さまの声の積極的活用による
　信頼されるブランドの確立
• 地域社会との信頼関係の醸成による
　安定的な事業基盤の確立

人材育成共栄会活動 多様性への対応業態開発

健康経営の推進SV（スーパーバイザー）の
力量向上

3年連続で健康経営優良法人認定
メンタルヘルスセミナー開催

法人対応できる
SV育成プログラムを開始

教育の機会の提供
（人材育成研修の充実）

加盟店主体の
「モスバーガー共栄会」を
通じた地域密着型の店づくり

教育支援・キャリア支援制度の
環境整備

「モスバーガー共栄会」と協働し
愛される店舗を目指して

ダイバーシティの推進多様化するお客さまの
利用動機に合わせた店舗・業態開発

2021年度の男性育児休業取得率
175％（前年比）

多業態化を推進して
お客さまのもっと近くに

人材開発部長
村山 淳

取締役上席執行役員 
営業本部長

太田 恒有

3 年連続で、モス本社が「健康経営優
良法人（大規模法人部門）」に認定さ
れました。近年においてはコロナ禍で
急変した労働環境への対応としてメン
タルヘルスセミナーを開催するなど、
社員の心と身体の健康を実現できる職
場づくりに取り組んでいます。

FVC（フランチャイズ・ボランタリー
チェーン）であるモスバーガーでは、
本部と加盟店のパイプ役を果たすSVの
役割が重要です。このSVの資質向上の
ために、着任後 1 、2 年目の育成研修
に注力し、2021年度は法人対応できる
SVの育成プログラムを始めました。

延長育児短時間勤務制度の改正やテレ
ワークの推進により、個々の事情に応
じた柔軟な勤務体系を選択できる環境
を整備しており、男性の育児休業取得
率も年々高まっています。特定技能制
度を利用した「ベトナムカゾク」では
1 期生16名を迎えることができました。

繁華街においてはカフェ需要対応型の
モスバーガー&カフェ、駅前立地には
小型店やテイクアウト専門店、隙間立
地への出店を可能としたキッチンカー
など、店舗フォーマットを駆使して、お
客さまにもっと近くに感じていただけ
るように多業態化を推進しています。

2021年度は本社の社員教育を人材開発
部に移管し、さまざまな教育支援・キ
ャリア支援制度を整備。キャリアパス
と社員に求められる能力の提示、階層
・職種別研修及び自己啓発制度の整備
・拡充をし、自身のキャリアイメージ
が具体化できる環境をつくりました。

モスバーガーの基本方針を具現化する
ために、「モスバーガー共栄会」と連
携・協働しながらより良い店づくりに
取り組んでいます。HDC活動をはじめ、
顧客満足度調査やローカルマーケティ
ングをしながら、地域のお客さまに
愛される店舗を目指しています。

　雇用環境においては、自律的にキャリアをマ
ネジメントできる人材の活躍が期待され、メン
バーシップ型雇用に基づく流動性の低い働き方
から、ジョブ型雇用に代表されるいままでの日
本の雇用慣行とは異なる働き方に変わってきて
います。若い世代においては「働きやすさ」「働
きがい」が担保された職場が企業選びの判断基
準になっており、DX、少子高齢化、女性のさ

　近年の人口減少、高齢社会にしっかりと対応
しながら、私たちの強みであるモスらしさを追
求して、徹底的に競合他社との差別化を図って
いきます。
　ここでいうモスらしさとは「地域密着」と「世
の中の新」。全国チェーンでありながら、都道府
県別メニュー展開やエシカル消費活動などで
「地域密着」を推進しつつ、今日よりも明日の

らなる社会進出、今後のアフターコロナにおけ
る人材不足などを見据えながら、環境変化に対
応する必要があると考えています。
　また、本社オフィスのリニューアルとフリー
アドレスの全社展開、男性育休取得の推進、
国際大学への派遣や海外インターンシップの導
入など、働く環境の整備を全社一丸となって取
り組んでいます。

世の中が少しでも良くなるように、ワクワクす
る生活になるように「世の中の新」という価値
を「モスバーガー共栄会」とともに提供してい
きます。
　不確実で不安定で、複雑で曖昧な時代ですが、
俊敏性と普遍性を持って、お客さまの不都合を
解消し、モスバーガーをもっと愛されるお店に
していきます。

マテリアリティ3
の詳細は、

WEBサイトを
ご覧ください。
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4. 環境負荷の低減マテリアリティ

ガバナンス 戦略マテリアリティ4
の詳細は、

WEBサイトを
ご覧ください。

「気候変動への対応」の
詳細な情報は、

WEBサイトをご覧ください。

モスグループのマテリアリティ

気候変動への対応
 モスグループは、気候変動に関するリスクと機会を重要な経営課題の一つと認識しており、
 TCFD※（気候関連財務情報開示タスクフォース）に賛同するとともに、その提言に沿った
「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指標と目標」について情報開示を行います。

※TCFD （Task Force on Climate-related Financial Disclosures）

　当社では、経営者が連結会社の財政状態、経営成績
及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える
可能性があると認識している主要なリスクに対し、経
営に関する重要事項について十分に審議のうえ、的確
かつ迅速な意思決定ができるよう、原則として月 1 回
開催の取締役会のほか、取締役を中心とした経営会議
を随時行っています。気候変動を含むモスグループの
マテリアリティ（重要課題）への対応においては、経
営会議メンバーを委員とするサステナビリティ委員会
を設置し、気候変動リスク対策の取組状況について審
議・検討を行います。また、その内容について取締役
会に報告することで、取締役会が気候変動リスクに対
する監督を行う仕組みとしています。

　当社では、気候変動シナリオ分析を実施し、事業活動
に影響を及ぼすリスク・機会の重要度を評価した結果、
(1) 炭素税の導入に伴う原材料価格の上昇
(2) プラスチックの代替素材への変更に伴うコストの 
増加
(3) 消費者の行動の変化
(4) 異常気象の頻発化・激甚化
の 4 項目を事業に大きく影響を及ぼす可能性がある重
要なリスク・機会として判断しました。
　これらの気候変動の重要なリスク・機会は、事業の
戦略や財務に影響を及ぼすため、当社の戦略レジリエ
ンス（強靭性）に組み込んでいきます。

リスク管理 指標と目標
　当社は、全社的な内部統制システムの整備、気候変
動関連も含めたリスク及びクライシスのマネジメント、
ならびにコンプライアンス体制を推進する実働組織と
して、リスク・コンプライアンス委員会を設置してい
ます。同委員会は、リスク・コンプライアンス室長を
委員長、社内の主要部署の責任者を委員としており、
毎月 1 回開催している委員会では社内のリスクについ
てモニタリングした結果を報告することに加えて、内
容に応じて再発防止策について協議するなどの活動を
行っています。同委員会での協議内容は、毎月取締役
会で報告しています。
　また、環境・社会・ガバナンス（ESG）の観点か
ら事業におけるマテリアリティ（重要課題）を特定し
ました。これにより、サステナビリティ経営を通じて
さらなる企業価値の向上を推進していきます。

　事業におけるマテリアリティ（重要課題）の一つと
して「環境負荷の低減」を特定しています。
「環境負荷の低減」対策として、温室効果ガス排出量
削減とプラスチック対策を指標・目標としています。
中期的な温室効果ガス排出量削減目標として、スコー
プ 1 及び 2 の排出量を2030年度には46％削減（2013
年度比）することを目指していきます。
　温室効果ガス排出量削減の取り組みとして、電気や
ガスなどの店舗のエネルギー使用量の把握や照明や空
調、冷凍・冷蔵庫などの定期清掃や点検に加え、再エ
ネ電気の直営店における試験導入、ノンフロン厨房機
器のさらなる導入を進めていきます。また、モスバー
ガー独自の取り組みとして「グリーンカーテン」の設
置を継続して促進しています。
　プラスチック対策は、2030年度までにお客さまに
提供する使い捨て製品における環境配慮型製品比率を
70％にすることを目標にしています。

気候変動関連財務情報開示タスクフォースは、企業が気候変動への
対応を経営の長期的リスク対策及び機会の創出として捉え、投資家
などに向けた情報開示や対話を促進することを目指しています。

リスク 機 会

ステークホルダーに情報を共有しながら、
環境負荷低減に貢献

モスグループの具体的な取り組み

リスクと機会

気候変動対応

• 気候変動による調達リスクの増加
• 環境関連の法規制などの強化によるコスト上昇
• 植物由来の代替肉の普及による畜肉製品の需要低下

• 十分な気候変動対応による企業価値の向上
• 代替肉市場の拡大に伴う
　プラントベース商品の売上向上

資源循環 環境保全

グループ全体での
省エネルギーの推進

再生可能エネルギーを一部導入
気候関連情報開示を推進

食品ロスの削減と
食品リサイクルの推進／

お客さまに提供する使い捨て製品に
おける環境配慮型製品の

導入推進

順次素材の見直しを行い
プラスチック使用量の削減へ

独自の
環境マネジメントシステム

（MOS-EMS）の運用と
質の向上

各社のCSR推進状況を確認し
CSR調達をグループ全体で推進

執行役員 
会長・社長室長

金田 泰明

省エネ型機器の積極導入に加え、直営
3 店舗で使用する電力をバイオマス発
電に切り替えました。またCO2排出量
の削減目標を政府方針に従って、
2030年度までに46％削減（2013年比）
へと修正。TCFDへの賛同と情報開示
も進めています。

サプライチェーンにおけるCSR調達を
グループ全体で推進するため、2020年
度に「モスグループCSR調達方針」「モ
スグループ人権方針」を策定。2021年
度には、食材及び容器・包装資材の主
要な取引先に対しアンケートを実施し、
各社のCSR推進状況を確認しました。

レジ袋やストロー、マドラーを、バイ
オマスプラスチックを含む素材や木製
素材などに順次切り替えています。レ
ジ袋については、以前からの「紙バッ
グ」及び「植物由来のバイオマスプラ
スチックを使用したポリ袋」を、継続
して無償で提供しています。

　激動する世界情勢の影響により、新旧電力と
もに電力料金は高騰傾向にあります。モスグル
ープとして一層の省エネ対策と並行し、引き続
きデータを検証するとともに、太陽光発電や洋
上風力発電などさまざまな発電方法の研究を行
い、環境負荷の低減に対してベストな方法を選
択したいと考えています。
　資源循環では、本年施行の「プラスチック資

源循環促進法」に従い、お持ち帰り用の使い捨
てカトラリーについて、要不要をお客さまにう
かがって可能な限り削減するほか、非食用米を
活用した新素材の導入を行います。
　これらの活動について、モスグループとして
適切な情報開示を行うことで、ステークホルダ
ーの皆さまとともに環境負荷低減に貢献してい
く所存です。

45

※シナリオ分析と事業への影響評価の詳細は当社企業サイト参照
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サステナビリティの詳細は、
WEBサイトをご覧ください。

お客さまとともに

“ひんやりドルチェ ベイクドチーズ”

ESGデータの詳細は、
WEBサイトをご覧ください。

その他の取り組み モス食品安全基準・店舗衛生監査｜栄養成分・アレルギー・主要原産地情報の提供｜モスのネット注文  

モスの
ステークホルダー

モスグループは、ステークホルダーの皆さまに支えられながら、
ともに事業を展開しています。これからも、経営理念「人間貢献・
社会貢献」を根底としながら企業価値を向上させるとともに、
事業を通じた社会課題の解決を目指していきます。

「HDCを通じてお客さまの喜びを生み出します」

　モスブランドを活かした新たな販売チ
ャネルの拡大や物販の強化を進めていま
す。2021年度も他企業とのコラボレーシ
ョンなどにより、食品・衣料品などさま
ざまな商品を販売しました。株式会社ユ
ナイテッドアローズとのコラボによる

“グリーンバーガー”をモチーフにした
キッズ向け T シャツ、生活協同組合（生

協）宅配向けの“ひんやりドルチェ ベ
イクドチーズ”、お持ち帰り専用の“モ
スバーガーとヤマザキパンでじっくり考
えた濃厚なチョコ食パン”など、次々と
展開し、新たなニーズを創出しています。
今後も、モスを身近に感じていただける
ような物販商品やオンライン専用商品な
どを積極的に提案していきます。

　お客様相談室では、電話やメール、お
手紙などを通じてお客さまからのご意見
やご質問を承っており、速やかかつ的確
にお応えできるよう心がけています。い
ただいたお客さまの声・ご意見は各担当
部署や店舗に伝え、改善やサービスの向
上につなげています。店舗メンバーには、

毎月発行している「お客様相談室だより」
にご意見を掲載し、情報を共有していま
す。2021年度はお客さまの自己解決を
サポートするため、公式サイトの「よく
ある質問」ページを充実させました。今
後も、新しい試みに取り組みながらさら
なるサービス向上を目指していきます。

モスブランドを活用した新ビジネスの展開

お客様相談室の役割

メンバーとともに 「価値観を共有して共に成長します」

　モスでは女性やシニア、外国人、障が
い者など多様な人材の雇用を積極的に行
っています。また、すべての人材で柔軟
な働き方を可能とする労働環境を目指し、
さまざまな人事制度を設けています。具
体的には、育児・介護休業制度の充実や、
定年再雇用の促進、特例子会社である株
式会社モスシャインの活用、海外勤務イ

ンターンシップ制度の導入など、個々の
能力や事情に応じた活躍の場を提供する
ことで、働きがいのある職場づくりを推
進しています。2021年度は、育児休業か
らの復職率が100%で、男性の取得も前
年比で175％になりました。今後も、多
様なメンバーがサポートし合いながら、
いきいきと働ける環境を整えていきます。

モスの歴史や思いを伝える伝道師活動

　「櫻田塾」は、モスアカデミー名誉校
長である会長の櫻田厚が自ら、次世代に
合宿形式で「パッション&エンターテー
メント」 を教え伝えてきましたが、
2020年度からオンライン開催へ移行し、
2021年度はグループ会社の店舗メンバー
などを対象に全16回開催しました。また、
新たに、モスグループ本部・店舗メンバ

ー向けに櫻田塾『あつしが語る』をオン
ラインで全 5 回開催。櫻田しか語ること
のできない「会社の生い立ち」「創業者」
などをテーマに秘話を交えて語りました。
今後も「櫻田塾」を通じて、当社の歴史、
思いなどをメンバーに伝え、チェーンの
礎となる考え方や行動を継承していきま
す。

多様な人材活躍の推進

モスグループメンバー向け櫻田塾『あつしが語る』

モスのステークホルダー

地域社会

地域社会

お客さま

メンバー

加盟店

地域社会

行政

取引先

株主

環境

いきいきと働ける職場づくりを推進

その他の取り組み モスグループ人権方針｜内部通報制度の運用 ｜モスアカデミー

お客様相談室へのご意見・ご要望
0 （%）40 806020 100

2020年度

2019年度

■ご意見　■ご質問　■ご要望　■お褒め

2021年度

64.3 20.8 10.9

4

21.0 13.0

3.5

22.8 12.5

4.2

62.5

60.5



49 50

取引先とともに加盟店とともに

「モスファーム」で働く生産者の皆さん

本部と店舗、店舗同士が連携・交流

「公平・公正な取引で、相互に発展します」「物心両面での満足を提供します」

　店舗で使用される生野菜は、農薬や化
学肥料の使用に関して継続的に削減する
姿勢を持つ生産者により、全国106産地
で育てられています。GAP指導員資格
を持つ本社メンバーによる農場の管理状
況確認では、モスの理念を産地に伝える
ために生産者との対話を大切にするなど、
おいしくて安全な野菜づくりに向けて取

　モスの店舗では経営理念をはじめとす
る「モスの心」を具現化するため、「HDC

（ホスピタリティ・デリシャス・クレンリ
ネス）」を合言葉に毎日の営業を行って
います。また、HDC強化期間を年 2 回
設け、店舗のレベルアップを目指した活
動を行っています。HDC活動やキャンペ
ーン活動を支える「モスバーガー共栄会」

り組んでいます。また、安定調達の強化
を目指し、農地所有適格法人「モスファ
ーム」を 7 社、地域の生産者と共同で設
立・運営。周辺地域の協力産地とも連携
し、生産技術を向上するための勉強会の
実施や耕作放棄地の有効利用、新規就農
者支援など、日本の農業がかかえる課題
にも取り組んでいます。

は、モスバーガーチェーンの本部と店舗、
そして店舗同士が相互にコミュニケーシ
ョンをとりながら、信頼関係を育んで協
力し合うため、1980年に発足した独自の
組織です。地域別に全国20の支部に分
かれ、情報の交換や相互啓発、モラール
アップ（士気を高めること）を目的に活
動し、本部がサポートしています。

「次世代オーナー育成研修」を実施

　モスグループでは、サプライチェーンにおけるCSR調達
をグループ全体で推進しています。2020年度に策定した
「モスグループCSR調達方針」を背景に、2021年度には、
当社の食材及び容器・包装資材の取引高全体の70%以上を
カバーする25社にアンケート調査を実施。 うち25社

（100%）よりご回答をいただき、各社のCSR推進状況を確

　今年で創業50周年を迎えたモスバーガ
ーチェーンでは、かねてよりスムーズな
事業承継による加盟店オーナーの若返り
を進めています。2003年から事業承継や
社員独立などでモスバーガーの経営を目
指す方を対象に実施している「次世代オ
ーナー育成研修」は、2021年度に15名

認しました。取引先とCSR推進状況を共有することで、グ
ループ全体のサプライチェーン上のCSRリスクを効率的・
効果的に低減していきます。今後も、商品・サービスの安
全や、社会問題、環境問題に配慮した責任ある調達の推進
に向けて、サプライヤーとの連携を強化して取り組んでい
きます。

が受講し、累計で233名修了しています。
引退後のアスリートを採用し、入社後 1
年を目途に加盟店オーナーとして育成・
独立していただく「アスリート経営者 
育成プロジェクト」も開始しました。今
後もモスバーガーの仲間を増やし、チェ
ーンの成長力を高めていきます。

「モスの生野菜」と「モスファーム」HDC活動とモスバーガー共栄会

CSR調達活動の推進未来を担うオーナー育成

株主とともに
地域社会・行政とともに

オンラインで開催した
「株主さま懇談会」

食育を通じて地域社会とつながる

「中長期的な企業価値と
株主価値を向上させます」

「地域になくてはならない存在になります」
「公正で透明な関係を築きます」

　当社の役員及びメンバーが株主さまと直接対話する取り
組みである「株主さま懇談会」を2009年から実施してい
ます。2020年度は諸般の事情を鑑み中止させていただき
ましたが、2021年はオンラインによる「株主さま懇談会」
を実施いたしました。第一部では社長の中村からモスグル
ープの共通の価値観、2021年度の施策の進捗などをご説
明し、初の試みとして社長室ルームツアーを実施。第二部
は懇談会として株主さまもグループに分かれ、当社役員や
メンバーが株主の皆さまに直接お話をうかがいました。貴
重なご意見は、今後の商品施策や経営施策の参考にさせて
いただいています。

　モスでは、子どもが食の楽しさと大切
さをさまざまな観点から学び、考える
「モスの食育プログラム」を多角的に展
開しています。アフターコロナに対応し、
2021年度から食材を直接扱わない非接
触型の 2 つの新しい食育プログラム「オ
ンラインによる遠隔授業※」と「副教材
の提供」を導入。地域による小人数校の

教育格差の解消を目的とする遠隔授業で
は、「地元の食材を使ったご当地バーガ
ー」を子どもたちに考えてもらいます。
2021年は 5 校（80名）で開催しました。
子どもたちの健全な心と身体、そして豊
かな人間性を育むお手伝いをすることで
食の大切さを未来へ受け継いでもらいた
いと考えています。

「モスバーガー原宿表参道店」［東京都］

　2021年12月、モスの取り組みを表現
するフラッグシップ店舗として「モスバ
ーガー原宿表参道店」［東京都］をオー
プンしました。店舗の内装には、障がい
のあるアーティストの方々の作品をデザ
インとして採用し、アートギャラリーの
ような空間を演出しています。これは、
2016 年に開始した「MOSごと美術館

with cotocoto」という取り組みの一環
です。併せて店舗メンバーを含む46名が、
高齢者など多様な方々への適切なサポー
トを学ぶ「ユニバーサルマナー検定 3 級」
を取得しました。多くの方々にアート作
品に触れる機会を創出することで、障が
いがある方と社会とのつながりを生み出
す架け橋になることを目指します。

株主さま懇談会
「モスの食育プログラム」

フラッグシップ店舗での「MOSごと美術館」

モスのステークホルダー

※遠隔授業は、地方のキャリア教育格差縮小を目指
す静岡大学教育学部発ベンチャー企業「一般社団法
人プロフェッショナルをすべての学校に」と協同し
て開催しています。

環境とともに

エコマーク認定店舗　
国内モスバーガー全店

エコマーク認定店 エコマーク認定レストラン

エコマーク認定

□□バーガー○○駅前店

ECOMARK CERTIFIED RESTAURANTS

12345678

エコマーク認定店舗

○○株式会社

□□バーガー直営店全店

12345678

□□バーガー○○駅前店

12345678 認定番号第12345678号

□□バーガー○○駅前店

エコマーク認定店舗

「持続可能な社会作りに貢献します」

　国内モスバーガー全店は、公益財団法人日本環境協会エ
コマーク事務局が制定するエコマーク商品類型No.505
「飲食店Version1」において、エコマーク認定を受けてい
ます。省エネ・節水などの基本的な環境対策や食材の環境
配慮など、消費者の理解を深める取り組みを評価するもの
で、モスバーガーは 6 つの評価カテゴリーすべての認定を
受けています。2021年度は、教育ツール「SDGs通信」
の中で、認定基準を満たすモスの取り組みを情報発信する
ことで、店舗メンバーへの理解浸透を図りました。エコマ
ークに認定された内容は、モスがこれまで培ってきた活動
そのもの。今後も「ちきゅうにやさしい」店舗運営をチェ
ーン全体で推進していきます。

エコマーク「飲食店」の認定

その他の取り組み 共栄会活動｜愛のモスボックス

その他の取り組み モスバーガーこども110番の店｜子育て支援パスポート事業｜「子ども食堂」への支援 その他の取り組み 株主優待制度｜IR情報 その他の取り組み 省エネ活動｜
グリーンカーテンの取り組み｜
フードバンク活動への支援

その他の取り組み モスグループCSR調達方針｜モスライブラリー
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決算の概要
財務・非財務データ

財政状態
　　　　　当連結会計年度の資産合計は、前連結会
計年度に比べ47億74百万円増加し、696億 2 百万円
となりました。流動資産は前連結会計年度に比べ
66億26百万円増加し、固定資産は18億51百万円減
少しています。流動資産が増加したおもな理由は、
利益の計上や助成金の受け取り、投資有価証券の償
還等により現金及び預金が増加したことによるもの
です。固定資産が減少したおもな理由は、投資有価
証券の償還及び長期貸付金の回収によるものです。
　　　　　当連結会計年度の負債合計は、前期に比
べ15億36百万円増加し、210億26百万円となりま
した。この増加のおもな理由は、短期借入金及び長
期借入金の返済により減少した一方で、利益の増加
等により未払法人税等が増加したこと及び仕入債務
や未払金等の増加によるものです。

概況
　国内モスバーガー事業では巣ごもり消費に合わせ
た各種施策などにより売上が堅調に推移し、海外事
業ではコロナ禍においても着実に店舗数を伸ばしま
した。その他飲食事業は前年度に不採算店の整理を
行っており、業務効率化による収益性の改善に努め
てきました。
　これらの結果、当連結会計年度の連結業績は、売
上高784億47百万円（前年度比9.0%増）、営業利益
34億73百万円（同144.2%増）、経常利益36億34

百万円（同154.6%増）となり、最終損益はおもに
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う助成金
収入12億16百万円、減損損失 2 億41百万円、税金
費用11億53百万円等を計上した結果、親会社株主
に帰属する当期純利益は34億19百万円（前年度比
243.0%増）となりました。
　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基
準第29号 2020年 3 月31日。以下「収益認識会計基
準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用
しています。この結果、当連結会計年度の売上高は
5 億20百万円減少し、販売費及び一般管理費は 5 億
20百万円減少しましたが、営業利益以下の項目への
影響はありません。

2022年3月期の財務分析

株主還元方針・配当
　当社は、株主の皆さまへの積極的な利益還元を経
営の重要課題と位置付けています。業績や経営環境
との連動を図りつつ、安定的な利益還元を継続する
ことを基本方針としています。
　この基本方針と今回の業績状況に鑑み、当事業年
度の配当金につきましては、創業50周年記念配当 2

円を含み 1 株当たり28円の配当（うち中間配当12

円）を実施しました。

資 産

負 債

純資産

キャッシュ・フローの状況 

　当連結会計年度における現金及び現金同等物は、
営業活動によるキャッシュ・フロー104億49百万円、
投資活動によるキャッシュ・フロー△7億98百万円、
財務活動によるキャッシュ・フロー△38億25百万
円等により、前連結会計年度末に比べ60億 1 百万
円増加し、197億46百万円（前年度比43.7%増）と
なりました。
　　　　　　　　　　　　　　　主として、税金等
調整前当期純利益の増加や助成金の受取額のほか、
売上債権、棚卸資産、仕入債務等の運転資金の増減
により資金が増加したため、前連結会計年度比60

億49百万円増の104億49百万円となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　主として、貸付け
による支出の減少や投資有価証券の取得による支出
の減少により資金が増加した一方で、有形固定資産
の取得による支出の増加や投資有価証券の売却及び
償還による収入の減少により資金が減少したため、
前連結会計年度比 8 億44百万円減の△ 7 億98百万

営業活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　　　当連結会計年度の純資産合計は、前連結
会計年度に比べ32億38百万円増加し、485億76

百万円となりました。
　また、自己資本比率は前期末69.6%から当連結会
計年度は69.4%と0.2%減少しています。

投資活動によるキャッシュ・フロー

連結売上高（外部顧客への売上高）5期比較

配当金と配当性向 5期比較

総資産と自己資本比率 5期比較

営業活動によるキャッシュ・フロー5期比較

　　　　　　　　　　　　　　　主として、短期借
入金の減少やリース債務の返済による支出の増加に
より資金が減少したため、前連結会計年度比11億 6

百万円減の△38億25百万円となりました。

円となりました。
●売上高：国内モス＋43 海外事業＋21 その他飲食事業△0
●売上原価：ほぼ売上に連動して増加（原価率は微減）
●販管費：金額は増加したが販管費率は低下（△1.9％　売上増加による）
　支払手数料△4（宅配・キャッシュレス決済増加） 給料手当△3（海外人件費増加） 運賃△2（売上増加）
●営業外損益：解約違約金減少＋1
●特別損益：減損損失減少＋8 （国内モス＋4 海外△0 その他飲食＋3） 固定資産除却損＋1

※2019年 3 月期の配当性向については、1株当たり当期純損失であるため記載して
おりません。

親会社株主に帰属する当期純利益の増減要因

連結売上高（外部顧客への売上高）5期比較

売上高
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販管費売上原価 特別損益 税金費用営業外損益
当期純利益
増加額

■減益要因　■増益要因



決算期（年度） 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

損益状況（単位：百万円）

　売上高 62,672 62,371 65,329 66,310 71,113 70,929 71,387 66,264 68,985 71,972 78,447

　営業利益 2,087 1,889 2,157 1,554 3,824 4,663 3,734 517 1,060 1,422 3,473

　経常利益 2,366 2,124 2,378 1,523 4,011 4,892 3,911 724 1,232 1,427 3,634

　親会社株主に帰属する当期純利益 1,823 1,520 1,744 672 2,284 3,050 2,385 △ 907 365 997 3,419

財務状況（単位：百万円）

　総資産 48,447 50,373 53,207 55,301 57,655 61,589 61,834 60,588 64,348 64,827 69,602

　純資産 38,240 39,781 41,350 42,376 43,803 46,140 47,950 45,460 45,100 45,338 48,576

　有利子負債 1,328 1,082 1,000 1,159 977 2,590 1,894 2,968 5,757 5,271 3,993

キャッシュ・フローの状況（単位：百万円）

　営業活動によるキャッシュ・フロー 2,049 4,038 4,648 4,103 5,069 5,379 5,096 837 5,661 4,399 10,449

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,438 △ 12 △ 3,612 △ 4,938 △ 3,514 △ 4,579 △ 3,387 △ 2,217 △ 401 45 △798

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,165 △ 870 △ 981 △ 859 △ 1,047 731 △ 1,665 184 △ 2,465 △  2,719 △3,825

　フリー・キャッシュ・フロー 611 4,026 1,036 △ 835 1,555 800 1,709 △ 1,380 5,260 4,445 9,650

1株当たり情報（単位：円）

　1株当たり当期純利益 59.14 49.33 56.58 21.82 74.12 98.94 77.39 △ 29.43 11.84 32.34 110.91

　1株当たり純資産 1,237.52 1,287.45 1,337.79 1,372.00 1,418.05 1,491.22 1,549.55 1,469.23 1,456.61 1,463.64 1,567.14　

　1株当たり配当金 20.00 20.00 22.00 22.00 24.00 26.00 28.00 28.00 28.00 22.00 28.00

経営指標（単位：％）

　自己資本比率 78.7 78.8 77.5 76.5 75.8 74.6 77.3 74.8 69.8 69.6 69.4

　自己資本利益率（ROE） 4.9 3.9 4.3 1.6 5.3 6.8 5.1 △ 2.0 0.8 2.2 7.3

　総資産経常利益率（ROA） 4.9 4.3 4.6 2.8 7.1 8.2 6.3 1.2 2.0 2.2 5.4

　配当性向 33.8 40.5 38.9 100.8 32.4 26.3 36.2 － 236.5 68.0 25.2
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主要財務データ
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特例子会社である株式会社モスシャインを通じ、障がいのある方々
を安定的に雇用しサポートしています。

※（株）モスフードサービス及び国内グループ会社

※（株）モスフードサービス単体の正社員

連続休暇取得の推奨などの取り組みにより、有給休暇取得率向上
を図っています。

フードバンク活動を食品サポーターとして支援し、品質に問題はな
いものの廃棄せざるを得ない食材を無償提供することで、食品ロ
スの発生を抑制しています。

環境負荷の低い「グリーン電力」を購入し、イベント運営や印刷
に使用する電力をオフセット（代替）することで、再生可能エネ
ルギーの普及に貢献しています。

企業が間伐材を使った紙を購入することで、健全な森林を維持
するために必要な間伐の費用を生み出す仕組みで、おもに印刷物
で活用しています。

全店舗のキャストに向けた環境を含むSDGs教育ツール

店舗責任者に必要な知識及び情報を共有する研修で環境講座を実施

財務・非財務データ

食と健康 店舗と地域コミュニティ 人材育成・支援 地球環境

「モスの生野菜」 年間出荷量

地域密着商品 年間販売個数

17種類 601,594個　

多様性対応商品 年間販売個数

13種類 2,679,222個

2021年度募金実績

100%

こども110番の店 登録店舗数
全国1,105店舗
災害時帰宅困難者支援 

協定店舗数
42都道府県1,213店舗
子育て支援パスポート事業

参加店舗数
29都府県 666店舗

モスの食育プログラム 実施数
遠隔授業 5校 80名

副教材配布 69校 10,000冊
キッザニア東京

ハンバーガーショップ体験者

50,659名

年次有給休暇取得実績※

新卒採用者数※

障がい者雇用率※

健康診断受診率※

フードバンクへの寄贈量

グリーン電力利用実績

森の町内会
「間伐に寄与する紙」使用量

テーマ テーマ テーマ テーマ

モスの産直（県産）野菜フェスタ 
実施回数

10県 10回　

※（株）モスフードサービス単体

マスターライセンス更新研修93開催
SDGs通信発行回数 6回発行

環境教育

※特に明記していない数値に関しては、2022年3月31日現在のものです。

※（株）モスフードサービス単体

店舗で使用される生野菜は、全国106産地で育てられています。
➡P50

「モスの生野菜」を店舗メンバー自らが、近隣の協力農家で収穫
体験し、地元の野菜を使った限定商品の提供などを行う「モスの
産直野菜フェスタ」。一方で、県内の協力農家から届いた野菜を
使って限定商品を販売する「モスの県産野菜フェスタ」を開催す
るなど、制約のある中でも地域のお客さまと産地をつなぎ続けて
います。➡P22

モスバーガーでは、各地の産地支援や地域活性化を応援する取り
組みとして、地域食材や地域にゆかりのあるものを使用し、モス
流にアレンジした商品を地域限定で販売しています。2021年度は、

“まぜるシェイク東京小平ブルーベリー”を皮切りに、8 種類の
“まぜるシェイク”の地域限定販売を展開しました。

さまざまな事情・志向があるお客さま同士が、ともに食事を楽し
める場を提供することを目指し、「低アレルゲンメニュー」や肉
を使用しない「ソイパティ」シリーズ、原材料に動物性食材や五
葷（ごくん）を使わない“グリーンバーガー”など、さまざまな
多様性対応商品の提供に取り組んでいます。➡P42 ➡P49

健康診断の受診に加えて、保健師による「健康相談室」を定期的
に開設し、健康的な生活を送るためのアドバイスなどを行ってい
ます。

非財務ハイライト

モス本社でウクライナでの人道危機に対する支援を目的に募金活
動を実施しました（2022年 3 月 9 日～ 3 月25日）。集まった募
金額にマッチングギフトを適用し、日本赤十字社に寄付しました。

実施期間：2020年8月1日～2021年7月31日
全国の店舗に募金箱「愛のモスボックス」を設置しています。お預
かりした募金は、公益財団法人アイメイト協会、及び一般社団法人
日本フードサービス協会の「ジェフ愛の募金」に寄付しています。
モスの募金によってこれまでに48頭のアイメイトが育ちました。

●  第40回愛のモスボックス募金
7,071,764円

●  ウクライナ人道危機救援金
174,839円
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企業・株式情報
財務・非財務データ

会社情報

グループ会社

外部からの評価

社名 株式会社モスフードサービス
MOS FOOD SERVICES, INC.

上場市場 東京証券取引所プライム市場※

設立 1972年 7 月21日
証券コード 8153

資本金 114億1,284万円
株式公開日 1985年11月

本社所在地 〒141-6004
東京都品川区大崎2-1-1 
ThinkPark Tower 4階

発行可能株式総数 101,610,000株

従業員数 1,370名

株式会社モスフードサービス

株式会社モスストアカンパニー

日経「スマートワーク経営」調査

日経「SDGs経営」調査

株式会社モスシャイン

その他飲食事業

フランチャイズチェーンによるハンバー
ガー専門店「モスバーガー」の全国
展開、その他飲食事業などを行う。

モスバーガーの経営を行う。

株式会社エム・エイチ･エス
安全な食を提供するため、施設・設備検査や微
生物検査など、衛生管理に関する業務全般を行う。

多様で柔軟な働き方の実現などにより人材を最大限活用する
とともに、イノベーションを生み、新たな市場を開拓し続ける
好循環をつくり、生産性など組織のパフォーマンスを最大化
させることを目指す経営戦略です。当社は★ 3 の評価でした。

モスプレミアム

あえん

モスド
（ダスキンとのコラボレーション店舗）

シェフズブイ

環境、社会、企業統治を重視する ESG 投資の拡大や消費者
意識の変化などに見られるように、投資家や消費者は SDGs
に積極的に取り組む企業を評価する傾向がますます強まって
います。SDGs を経営と結びつけることで、事業を通じて社
会・経済・環境の課題解決に取り組み、企業価値向上につ
なげている企業を評価します。当社は★ 3 の評価でした。

モスグループにおける障がい者雇用の拡大と安定を図るため、
個々の特性や能力、適性に合った職場環境を整備することを目的に設立。

株式会社モスクレジット
モスグループ加盟店を対象とした融資や保険代理業、
機器リース・レンタル業務、決算データ管理を行う。

地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が進める健
康増進の取り組みをもとに、特に優良な健康経営を実践して
いる大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。モス本
社は 2020、2021 に続き「健康経営優良法人 2022（大規模
法人部門）」に認定されました。

発行済株式総数 32,009,910株

海外店舗数

450店

所有者別株式分布状況

● 自己名義株式

2.4%
● 個人・その他 

51.7%
● 金融商品取引業者

1.1%

● 外国法人等

6.3%
● 金融機関

14.7%
● その他の法人

23.7%

その他飲食事業店舗名 店舗数

モスプレミアム 2

マザーリーフ 7

カフェ山と海と太陽 1

あえん  5

MOSDO！  1

マザーリーフティースタイル 7

ミアクッチーナ 2

シェフズブイ 1

マザーリーフティースタイルマザーリーフ

国・地域名 店舗数

台湾 302

インドネシア 2

香港 39

オーストラリア 4

シンガポール 54

中国 8

タイ 21

韓国 14
フィリピン 6

2022年3月31日現在

※2022年4月4日に移行

単元株式数 100株

株主数 42,969名

大株主の状況
株主名 所有株式数（千株） 持株比率（%）

2,652
1,400
1,315
1,214
1,209

718
666
431
387
331

※ 当社は、自己株式756千株を保有していますが、上記大株主からは除いています。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
紅梅食品工業株式会社
株式会社ダスキン

株式会社ニットー

日本生命保険相互会社
山崎製パン株式会社
株式会社日本カストディ銀行
日本ハム株式会社
STATE STREET BANK WEST CLIENT-TREATY 505234

モスフードサービス協力会社持株会

8.49
4.48
4.21
3.89
3.87
2.30
2.13
1.38
1.24
1.06

北海道
49

東北
78

関東
441

甲信・静岡
54

中京
118

近畿
176中国

75

沖縄
21

九州
159 四国

33

北陸・新潟
47

店舗数
モスグループ総合計

1,727店
国内店舗数

モスバーガー

1,251店
その他飲食事業

26店

モスバーガー

健康経営優良法人

モスバーガー

ミアクッチーナカフェ山と海と太陽 
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